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経発にわい昭労 大う戦る都族た I・ ての バ九市お
済途追なる和働今き ＇，後の市計も戦一現総現ラ六化う世

大上いけこ三カ回な異-:_に化画の後軋在自にン 0 現異界
国国つれと十“ ‘札常 I・ ー現のと二紀七給わス年象常の
とにけばを五の発会さ年 0 象普い十をー率かは代 ‘気殻

” 
し対追な考年 U 表問“ 目 O だ及え余者冒が国刻か先象物
てしいるえの夕さ題での年 ゜にば年え

ヽ
ーに ・ら進に総

の ‘越ま る米 I れとあ昭
I 
あ と戦のる世九お刻は国加備 召

国バせいとやンたなる和 のも後歳と界六い ‘じにえ諮

際ラ と ゜ ‘大現農る ゜五・アなの月 ‘最 0 て危まおて量 頭協ン遮そ政豆象業 0'Hi I・ 世メ うべを鳥大年も機 つけ ‘は
カスニし府のが白 然年紀リ 人ビ振肌のの ‘的たる開い 'ロ__._ ．． .. をの無て も 自見害 のににカ LI I り た食）しこ様減平発ま
すとニ ‘こ給らで 帰はおで減 返つ糧ーの相少均途

ヽ

べれ近これ率れは 結都よ さ

I 
ブえ思輸貯はを傾寿 L ど

ンぎた代のを八る
ヽ

と市ぶえ I るい入を ど i農向命国う
で国化貴機三よ都 し化歳 ‘そムとで国ピ発 ＜ はのにな

あ土 ‘重会芹う市 て率月都れにき あと I 表し依伸お つ

る開都なにがにに ‘七を市によ ‘るなクさつ然びけて

゜発市経農現なで 農五要化 ‘る世 ゜ つにれつとなるい

と化験政在 つた 業 し率す急界 て低たあし ど人る

はををに三た農 人九たがざ速史 い下農るてを口の

すも一ーと村 口予＇，＇の七まなに るの業 ゜つ考燥か

すと 1曾 1',' し出 のにに O じ人類 ゜ー白 づ慮発 ゜

をめにのにて身 老達 ‘貯い口例 来途書 きすと全

テて先努急いの 化すわ台わ増の る をで ‘る急世

I い進力落る 現るがにがとな べた
ヽ

需と速界
” 

マる諸を しか若 象と国逹国 ‘か ぎ ど食 給 ‘なを

に開国払て ヽ し、 もいはすの家 つ つ糧 の一都お

1 ー



D
)
事
務
総
長
の
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル
氏

司

会

は

‘

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

ふ

さ

わ

し

く

窪
義
深
い
内
容
を
盛
っ
て
盛
大
に
開
会
し
た
。

ス

ト

な

ど

合

計

二

百

九

十

七

人

か

参

加

し

て

‘

記

念

す

べ

ぎ

第

一

回

大

会

に

六

十

人

、

後

援

機

関

の

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

ッ

テ

ィ

ス

ピ

ー

カ

ー

ネ

）

、゚ノ
ー

団

法

人

、

ア

ジ

ア

人

口

人
口
活
動
基
金
）
‘

U
N
D
P

•
開
発
協
会
）

な

ど

オ

ブ

ザ

ー

バ

ー

四

十

，

機

関

七

つ

の

協

力

機

関

四

十
1

二
人

U
N
P
D

（
国
連
人

LJ
部
）
‘

A
P
D
A

（
財

（
国
連
開
発
計
画
）
、
ユ
ニ
セ
フ

ブ

ザ

ー

バ

ー

八

ヵ

国

と

他

地

域

八

ヵ

国

の

二

十

JL
人

U
N
F
P
A
 

W

H

o
な
ど

(
A
F
p
p
 

（
イ
ン
ド
上
院
議
貝
）
。

（
国
連

貝

な

ど

百

三

十

．

人

英

チ

ュ

ニ

ジ

ア

解
決
し
よ
う
と
‘

二

月

十

七

日

（
金
）
、
イ
ン
ド
・

メ
ヤ
シ
コ
、

オ

ラ

ン

ダ

な

ど

オ

国

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ

レ

ー

シ

ア

な

ど

十

六

ヵ

国

の

正

式

参

加

国

の

国

会

議

ワ

ン

の

メ

イ

ン

ホ

ー

ル

で

日

本

‘

中

同

、

イ

ン

ド

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

韓

大
会
が
‘

ニ
ュ
ー
テ
リ
ー
の
ビ
ギ
ャ
ン
・
バ

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

第

一

回

つ
だ

か

ア

ジ

ア

の

平

和

と

繁

栄

を

決

定

づ

け

る

こ

の

問

題

を

早

期

に

燥

発

す

る

ア

ジ

ア

の

人

口

と

、

開

発

問

題

は

、

今

冊

紀

の

世

界

的

課

題

の

ユ

デ

リ

ー

で

盛

大

に

開

催

ア
ジ
ア
の
平
和
繁
栄
め
ざ
し

三
士
一
ヵ
国
四
八
機
関
二
九
七
人
が
参
加

． 
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何

卜

億

の

人

々

が

歓
迎
の
辞
で
、

貧

因

と

窮

乏

に

苦

し

む

こ

と

に

な

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

域

は

‘

か

つ

て

な

い

人

口

増

加

率

を

示

し

て

お

り

こ

れ

か

放

罹

さ

れ

る

と

サ

ッ

ト

・

ポ

ー

ル

・

ミ

タ

ル

氏

は

‘

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

地

道←
「大会場正面と会場を埋めた各国代表団」

意

義

あ

る

討

論

提

言

を

収

録

し

て

、

歴

史

的

な

ス

タ

ー

ト

を

切

っ

た

。

二
十

H
、
『
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
宵
一
言
』

ー

レ

．

ー

レ

、

レ

ー

プ

こ

よ

色

サ

．
 

ォ

J

ィ

ン

デ

ィ

ア

・

ラ

ジ

オ

コ

ラ

l

．ク

J

A
F
P
P
D
議
長
‘

本
財
団
副
理
事
長
）

（
衆
議
院
議
貝
‘

口

と

開

発

に

関

す

る

第

．

回

ア

ジ

ア

国

会

議

員

会

議

議

長

を

つ

と

め

‘

を
万
場
一
致
で
採
択
。

数
多
く
の

会
議
は
四
日
間
に
わ
た
り
、

別

項

内

容

の

よ

う

に

真

剣

に

開

か

れ

二
月

の
祈
り
—
’
~
心
温
ま
る
厳
粛
な
ひ
と
と
ぎ
で
あ
っ
た
。

参

加

者

仝

貝

か

一

分

間

の

黙

と

う

を

捧

げ

た

。

先

達

を

偲

ぶ

敬

け

ん

な

感

謝

議

の

推

進

役

と

し

て

、

偉

大

な

業

績

を

残

し

た

故

内

承

志

氏

に

対

し

会

議
本

会

の
提
案
で
‘

-
J
L
八

．

年

卜

月

、

北

京

で

開

か

れ

た

”
 
人

佐

藤

眸

氏

自
民
党
筆
頭
副
幹
事
長

レ

ジ

ェ

ハ

ン

セ

・

ア

チ

カ

"

の
芙
し
い
合
唱
が
会
場
を
流
れ
る
。

先
ず
、
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加
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
‘

特
に
歓
迎
を
意
を
表
わ
し
た
。

ー

の

ラ

フ

ァ

エ

ル

M

・
サ
ラ
ス
氏
が

今

回

の

ア

ジ

ア

フ

ォ

ー

ラ

ム

に

参

事

務

総

長

を

務

め

て

い

る

U
N
F
P
A
の

エ

ク

ゼ

ク

テ

ィ

ブ

・

デ

ィ

レ

ク

タ

の

人

口

会

議

か

開

催

含

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

が

同

メ

キ

シ

コ

会

議

の

ま
た

.
J
L
八
四
年
八
月
に
メ
キ
シ
コ
の
メ
キ
シ
コ

・
シ
チ
ー
で
、

国

連

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

各
国
の
努
力
を
調
整
し
て
、

ら

に

は

各

国

政

府

か

人

LJ
政

策

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

実

現

す

る

際

に

協

力

で

き

人
口

開

発

に

関

す

る

問

題

慈

識

を

裔

め

さ

平

洋

地

域

の

国

々

に

呼

び

か

け

を

続

け

て

ぎ

て

お

り

、

は デ
リ

ー

で

、

ア

ジ

ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
正
式
に
誕
生
し
た
。

そ
の
北
京
会
議
の
宣
言
の
結
果
、

・

ゞ

•
一
月
こ
イ
ン
ト

一
九
八
二
年
＿

i

ニ
ュ
ー

援

の

下

、

ア

ジ

ア

諸

国

の

国

会

議

貝

が

初

め

て

一
同
に
会
し
た
の
で
あ
っ
た
。

の
決
定
を
尊
重
し
た
結
果
‘

一

九

八

一

年

十

月

に

北

京

で

U
N
F
P
A
の
後

と

開

発

に

関

す

る

第

一

回

国

際

議

貝

会

議

を

開

催

し

た

国

連

人

口

活

動

某

金

(
U
N
F
P
A
)
 と
世

界

議

貝

連

盟

(
I
P
u
)
 

の

会

議

の

招

集

に

つ

な

が

っ

た

こ

と

を

説

明

し

た

。

つ

ま

り

、

コ

ロ

ン

ボ

会

議

本

フ

ォ

ー

ラ

ム

国

内

に

議

貝

の

委

貝

会

又

は

グ

ル

ー

プ

を

設

立

す

る

様

に

ア

ジ

ア

・

太

そ
の
場
を
通
じ
て
、

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
、
今
回

ヽ
ッ
タ
ー
ル
氏
は

一

九

七

九

年

の

ス

リ

ラ

ン

カ

の

コ

ロ

ン

ボ

で

の

人

口

き

か

け

る

役

割

を

担

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

各

種

機

関

が

相
互
協
力
の
上
、

歩

調

を

合

わ

せ

て

仕

事

を

す

る

よ

う

に

働

々
の
各
代
表
者
こ
そ
が
、

政

府

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

行

動

に

転

換

さ

せ

、

さ

ら

に

だ

け

で

足

り

て

る

の

で

は

な

い

。

田

政

か

ら

草

の

根

運

動

レ

ベ

ル

ま

で

の

人

ト

を

繰

り

返

し

、

国

の

コ

ン

セ

ン

サ

ス

を

確

立

し

て

い

る

が

各

国

政

府

に

あ

っ

て

は

‘

政

治

的

意

思

を

明

確

に

し

て

時

に

の

み

効

果

を

発

揮

す

る

も

の

で

あ

る

と

述

べ

た

。

そ

し

て

、

人

ロ

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

‘

そ

れ

が

し

か

し

そ

れ

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

人

々

の

広

い

運

動

に

根

ざ

し

た
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ン
ト
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

の
二
原
則
を
維
持
、
保
証
し
て
い
く
上
で
、

立

法

府

の

議

貝

の

コ

ミ

ッ

ト

メ

大

原

則

に

基

づ

い

て

、

人

口

問

題

に

取

り

組

ん

で

お

り

、

人

権

に

関

す

る

と

開

発

と

い

う

大

き

な

問

題

に

寄

せ

る

国

会

議

貝

の

関

心

を

確

か

な

枯

盤

の

国

連

の

各

組

織

は

、

各

国

の

主

権

尊

重

と

個

人

の

権

利

の

尊

重

と

い

う

二

上
に
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ

た

゜
そ
し
て

こ

こ

に

再

び

ア

ジ

ア

は

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

を

と

っ

て

、

人

口

成

功

に

せ

よ

‘

そ

の

努

力

が

最

初

に

実

を

結

ん

だ

の

も

ア

ジ

ア

の

国

々

で

あ

人

口

の

急

成

長

と

い

う

問

題

と

対

決

し

た

の

も

ア

ジ

ア

な

ら

ば

部

分

的

な

ま
ず
最
初
に
、

明
確
な
人
口
政
策
を
採
用
し
た
の
も
、

そ

し

て

最

初

に

ぎ

を

リ

ー

ド

し

て

ぎ

た

の

は

、

ア

ジ

ア

の

国

々

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

問

題

へ

の

取

り

組

み

方

が

よ

り

活

発

に

な

っ

て

き

た

こ

と

そ

し

て

こ

の

動

る
こ
と
に
成
功
し
た
一

JL
七

四

年

の

国

連

人

口

会

議

以

来

世

界

的

な

コ

ン

セ

ン

サ

ス

を

得

人

口

と

開

発

の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
同
事
務
総
長
は
‘

連
事
務
総
長
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

ラ

ッ

ド

フ

ォ

ー

ド

モ
ー
ス
氏
が

ハ

ビ

エ

ル

・

ペ

レ

ス

・

デ

ク

エ

ヤ

ル

国

ッ
セ
ー
ジ

主
権
人
権
尊
重
の
原
則
か
ら

立
法
府
講
員
の
力
に
勝
る
も
の
な
し

．
 

つ
に
訴
え
た
。

表
団
の
中
に
、
国
会
議
貝
を
多
数
‘

主

要

メ

ン

バ

ー

と

し

て

参

加

よ

さ

せ

る

説
明
の
上
、

ア

ジ

ア

各

国

の

政

府

の

長

に

対

し

て

）
 
(Internat10nal 

メ

キ

シ

コ

会

議

に

引

き

続

い

て

人

口

に

関

す

る

冊

界

の

議

貝

の

集

ま

P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 
Assenblyl) 

国

連

開

発

プ

ロ

グ

ラ

ム

(
U
N
D
P
)
 

メ

キ

シ

コ

会

代

議

へ

の

国

連

事

務

総

長

が

メ

の

ア

ド

ミ

ニ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

の

ブ

が

予

定

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

な
お
、
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野
で
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
。

ま

た

、

南

北

関

係

を

釣

合

い

の

と

れ

た

も

の

に

す

る

た

め

に

国

際

関

係

の

分

障
壁
に
し
か
る
べ
き
対
応
を
し
て
い
く
必
要
か
あ
る
と
話
し
た
。

佐

藤

氏

は

人

口

政

策

を

効

果

的

に

促

進

す

る

た

め

に

、

複

雑

旦

つ

難

し

い

宗

教

上

の

一） 

A
F
P
P
D
議
長
‘

の
目
標
に
掲
げ
る
こ
の
会
議
に
集
っ
た
参
加
者
全
貝
を
歓
迎
し
た
。

宗

教

又

は

イ

デ

オ

ロ

ギ

l
t
の

意

見

の

相

違

に

も

そ

の

責

任

の

一

端

が

あ
る
と
指
摘
し
た
。

佐

藤

氏

は

、

人

類

の

歴

史

は

‘

絶

え

間

な

い

苦

闘

の

歴

史

で

あ

っ

た

と

語

が
設
立
さ
れ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

を

目

的

と

し

て

、

人

口

と

開

発

に

関

す

る

議

貝

の

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

テ

ィ

ー

十

ヶ

国

以

上

で

議

貝

グ

ル

ー

プ

が

誕

牛

、

さ

ら

に

は

国

際

間

の

活

動

の

調

整

グ
ル
ー
プ
が
日
本
で
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

こ

れ

を

受

け

て

そ

の

後

四

十

年

前

に

、

人

口

問

題

を

検

討

す

る

た

め

に

一

四

二

名

の

超

党

派

の

議

貝

佐

藤

隆

氏

は

世

界

平

和

と

ア

ジ

ア

地

域

の

繁

栄

を

そ

宗教上の障壁対廊が助要

人口政策の効果的促進策として

AFPPD議長

「挨拶する佐藤

佐藤 隆氏

隆 AFPPD議長」
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ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。

イ

ン

ド

下

院

議

長

バ

ル

ラ

ム

・

ジ

ャ

カ

ー

ル

博

士

は

、

国

会

議

貝

は

オ

ピ

ジ

ャ

カ

ー

ル

． 
イ

ン

ド

下

院

議

長

体
験
に
基
く
意
見
交
換
で

認
識
の
高
ま
り
を
確
信

ざ
し
て
い
る
。

そ

し

て

同

政

策

は

‘

小

家

族

を

杜

会

的

に

普

及

促

進

で

ぎ

る

環

境

作

り

を

め

0

0
あ

た

り

六

0
に
各
々
削
減
す
る
べ
く
‘
努
カ
ゴ
ー
ル
を
課
し
て
い
る
。

0
0
0
あ
た
り

死
亡
率
一

0

0
0
あ

た

り

九

‘

乳

児

死

亡

率

を

一

〇

イ
ン
ド
は

今

冊

紀

末

ま

で

に

、。
し は

、

出

生

率

を

ま

ず

削

減

し

て

そ

の

後

で

開

発

を

。

時

間

的

余

裕

な

ど

な

い

い
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

シ
ャ
ン
カ
ラ
ナ
ン
ド
・
イ
ン
ド
保
健
・
家
族
福
祉
相

イ

ン

ド

の

連

邦

保

健

・

家

族

福

祉

大

臣

B

ど
の
様
な
人
口
•
開
発
戦
略
で
も
、

レ

ベ

ル

の

人

々

の

生

活

の

質

的

向

上

を

そ

の

中

心

に

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

開

発

こ

そ

が

最

善

の

避

妊

薬

で

あ

る

。

し

か

し

な

か

ら

イ

ン

ド

の

現

状

で

圧
例
的
人
口
培
加
の
前
に
開
発
の
成
果
を
無
に
帰
さ
せ
た
く
な
い
な
ら
ば
、

絶

対

的

に

必

要

な

も

の

と

し

て

避

妊

徳

の

導

入

を

は

か

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

国
家
保
健
政
策
と
し
て
、

出
生
率
を
一

全

体

的

な

人

的

資

源

の

開

発

と

様

々

な

シ

ャ

ン

カ

ラ

ナ

ン

ド

氏

は

イ
ン
ド
で
は

先
づ
出
生
率
削
減
が
急
務
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は そ
し
て
、
こ
の
認
識
こ
そ
が
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
イ
ン
ド
国
会
議
貝
協
会

(lndian 
Association 
of 
Parliamentarians 
o
n
 Population 
a
n
d
 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
)
 

の
結
成
を
促
し
、

と
し
て
あ
る
べ
ぎ
二
つ
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、

グ
ラ
ム
の
策
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
を
深
め
る
上
で
、

換
を
通
じ
て
、

関

連

づ

け

て

調

和

さ

せ

る

必

要

が

あ

る

と

い

う

認

識

が

高

ま

る

も

の

と

確

信

趙
•
中
国
首
相
と
影
・
全
人
代
委
員
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

長
、
印
彰
真
氏
と
首
相
、

代
表
し
て
、

―
―
]
年
前
に
北
京
で
開
か
れ
た
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
会
議

多
数
の
成
果
を
生
ん
だ
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
|
|
ー
人
口
は
、
戦
略
的
意
義
を
持
つ
重
要
な
問
題
で
あ
り

府
と
国
民
に
感
謝
の
言
菓
を
送
っ
た
。

会

議

に

心

よ

り

の

祝

辞

と

そ

の

ホ

ス

ト

役

で

あ

る

イ

ン

ド

政

げ

た

゜
両

氏

は

中

華

人

民

共

和

国

の

中

央

委

員

会

と

政

府

そ
し
て
国
民
を

趙

紫

陽

氏

よ

り

寄

せ

ら

れ

た

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

読

み

上

次

に

ヽ
ッ
タ
ー
ル
氏
が

中

華

人

民

共

和

国

全

人

代

中

央

委

員

会

委

貝

第

＿

回

会

議

は

世
界
人
口
と
経
済
開
発
に
重
要
な
影
響

す
る
と
‘

同
下
院
議
長
は
挨
拶
し
た
。

人

口

成

長

を

抑

制

し

て
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

参

加

者

間

で

の

体

験

に

基

づ

い

た

意

見

の

交
極
め

党
派
を
超
え
て
、

家

族

計

画

を

支

持

そ
の
た
め
の
政
策
と
プ
ロ

そ

の

過

程

と

社

会

経

済

開

発

努

力

を

本

会

議

は

‘

人

口

計

画

と

経

済

開

発

と

い

う

相

互

関

連

の

深

い

”

寸一文
“

す
る
政
治
的
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

の
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
へ
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、

同

協

会

は

゜
、
ブ
リ
ッ
ク
オ
ピ
ニ
オ
ン

＇ 
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人

口

成

長

と

社

会

・

経

済

開

発

を

調

和

さ

せ

る

上
で
一
層
の
効
果
を
果
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

の

経

済

・

文

化

的

開

発

並

び

に

人

々

の

生

活

水

準

向

上

に

有

益

で

あ

る

だ

け

人
口
問
題
は
国
の
指
導
と

大
衆
の
意
志
統
合
が
成
否
の
カ
ギ

銭
信
忠
•
中
国
厚
生
省
顧
問

中

国

全

人

代

副

委

貝

長

兼

中

国

厚

生

省

の

顧

問

で

あ

り

、

あ
る
こ
と
を
強
調
、

生

殖

に

密

接

に

関

連

し

た

遺

伝

的

又

は

先

天

的

な

疾

患

を

中

心

と

し

た

人

口

の

質

的

向

上

を

も

っ

と

き

ち

ん

と

考

え

る

べ

き

だ

と

指

摘

し

た

。

す
る
一
方
、

全
国
的
な
人
口
政
策
を
実
施
し
て
、

質

的

向

上

並

び

に

経

済

・

社

会

開

発

に

調

和

し

た

人

口

の

実

現

を

め

ざ

し

て

「
国
の
甚
本
的
な
政
策
と
し
て
、

今

世

紀

末

の

人

口

数

が

ト

ニ

億

に

と

ど

ま

る

よ

う

に

人

口

抑

制

の

た

め

努

力

社

会

経

済

開

発

の

指

標

を

整

備

す

る

こ

と

を

そ

の

目

標

と

し

て

以
上
の
努
力
の
成
果
と
し
て
、

掲
げ
て
い
る
。

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。

中
国
の
家
族
計
画
事
業
は
‘

家
族
計
画
を
実
践
す
る
」

満

足

す

べ

き

お
り

特
に

こ

中

国

は

人

口

数

の

抑

制

、

人

口

の

特
に
語
っ
た
。

そ

の

一

方

の

み

を

注

目

す

る

こ

と

は

望

ま

し

く

な

い

と

中
で
、

人

類

は

‘

社

会

の

富

の

生

産

者

で

あ

る

と

同

時

に

杜

会

の

消

費

者

で

年

の

国

連

人

口

賞

授

賞

の

栄

誉

を

う

け

ら

れ

た

銭

伯

忠

博

士

は

、

そ

の

話

の

旦

つ

一

九

八

三

゜

こ
な
ろ
う

．
 

る
こ
と

会
議
の
大
成
功
を
祈
る
。

で

な

く

、

冊

界

全

体

の

人

口

の

動

き

及

び

経

済

開

発

に

重

要

な

影

響

を

与

え

こ

れ

は

、

単

に

ア

ジ

ア

諸

国

そ

し

て

今

回

の

会

議

は
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さ

ら

に

福

田

氏

は

こ

の

会

議

が

ア

ジ

ア

の

様

に

経

験

か

ら

得

ら

れ

た

ム

か

生

ま

れ

た

こ

と

は

‘

非

常

に

意

義

あ

る

こ

と

だ

と

語
っ
た
。

協

力

し

て

、

人

口

と

開

発

に

関

か

る

問

題

の

解

決

の

た

め

に

働

く

メ

カ

ニ

ズ

、。

ら
な
し

な

枇

界

の

立

法

府

の

メ

ン

バ

ー

が

共

に

参

加

九’
J

11
本

の

元

首

相

で

あ

り

人

口

と

開

発

に

関

す

る

議

員

の

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

こ

の

重

要

な

問

題

日

々

の

問

題

に

忙

殺

さ

れ

て

い

る

行

政

府

の

み

に

任

せ

て

し

ま

っ

て

は

そ
の
意
味
で
、

深

慮

に

基

づ

い

て

世

界

に

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

を

示

す

こ

と

が

で

ぎ

る

な

ら

ば

、

が

前

面

し

て

い

る

最

も

深

刻

な

問

題

で

あ

る

と

話

し

た

。

テ

ィ

ー

の

会

長

で

あ

る

福

田

赳

人

氏

は

、

人

口

と

開

発

こ

そ

が

、

現

在

人

類

世界にガイドライン示せれば

人類の将来に多大の貢献

福田赳夫•グローバルコミティー会長

「演説をする福田赳夫

グローバルコミティー会長」

経

験

に

よ

り

実

証

さ

れ

て

い

る

。

導

と

大

衆

の

意

思

を

統

合

す

る

原

則

を

採

用

し

て

い

る

か

、

そ

の

有

効

性

は

い

囚

襲

的

な

考

え

方

を

打

破

す

る

こ

と

に

他

な

ら

な

い

。

中

国

は

、

国

の

指

の

家

族

計

画

の

実

践

は

‘

す

な

わ

ち

人

口

を

教

育

し

て

、

生

産

に

つ

い

て

古

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

ま

た

最

終

的

に

は

‘

人

口

成

長

を

抑

制

す

る

た

め
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究

極

的

に

は

‘

真

の

意

味

で

の

教

育

に

頼

ら

さ

る

得

な

い

の

で

あ

る

。

れ
て
い
る
。

た

と

え

強

力

な

抑

制

策

を

採

用

し

て

い

る

政

府

で

あ

っ

て

も

た

殆

ん

ど

の

国

で

は

こ

れ

は

自

主

的

な

形

で

行

な

わ

れ

る

こ

と

が

求

め

ら

出

生

率

の

抑

制

は

、

何

百

万

も

の

男

女

の

参

加

な

し

に

は

あ

り

得

ず

‘

ま

指
導
力
を
発
揮
し
て
苔
た
の
で
あ
る
。

認

識

の

上

で

、

人

口

と

開

発

に

関

す

る

イ

ン

ド

議

貝

協

会

は

レ

ベ

ル

で

人

々

に

選

ば

れ

た

議

貝

は

、

特

別

の

責

任

を

負

っ

て

い

る

。

そ
の

ー
ダ
ー
達
‘

な

か

で

も

特

に

、

村

議

会

か

ら

中

枢

の

国

会

ま

で

の

あ

ら

ゆ

る

思

い

や

り

を

も

っ

て

理

解

し

あ

え

る

世

界

の

実

現

に

あ

る

。

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ

心

は

‘

人

口

の

生

活

の

向

上

並

ひ

に

よ

り

平

和

な

、

そ

し

て

人

々

が

互

い

に

「開会の辞を述べるガンジー首相」

次

の

よ

ら

こ

の

重

要

な

会

議

に

集

っ

た

、

同

ず

ア

ジ

ア

及

び

イ

ン

ド

の

各

地

域

か

首
相
は
‘

ま

イ

ン

デ

ィ

ラ

・

ガ

ン

ジ

ー

首

相

が

賞

の

栄

管

に

輝

や

い

た

、

イ

ン

ド

の

こ
こ
で
一
九
八
―
―
一
年
の
国
連
人
口

ガ
ン
ジ
ー． 

割

を

担

う

も

の

と

確

信

し

て

い

る

と

挨
拶
を
結
ん
だ
。

首
相
が
開
会
の
辞

開
会
の
辞
を
述
べ
た
。

僚
で
あ
る
各
議
貝
を
歓
迎
‘

う
な
挨
拶
を
し
た
。

立

法

者

と

し

て

私

達

の

最

大

の

関

歓

迎

す

べ

き

は

、

本

会

議

か

理

論

と

実

践

の

両

面

で

、

世

界

の

動

き

を

指

導

し

て

い

く

役

人

類

の

将

来

に

多

大

な

貢

献

を

す

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

こ

の

分

野

に

お

い

て
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記

念

品

の

本

を

贈

っ

た

。

ブ

ッ

タ

・

シ

ン

氏

が

、

本

会

議

の

実

ガ

ン

ジ

ー

首

相

は

、

開

会

を

宜

言

し

た

後

に

来

賓

及

び

著

名

な

参

加

者

に

ン

ス

を

与

え

よ

う

よ

う

と

願

う

気

持

か

ら

な

の

で

あ

る

。

世
界
で

私
達
が
子
供
を
愛
し
、

平

和

で

豊

か

な

そ

し

て

人

間

的

価

値

が

尊

重

さ

れ

る

そ

れ

は

こ
と
、

ひ
と
つ
で
あ
る
。

家

族

計

画

を

実

行

す

る

と

‘

イ

ン

ド

を

説

得

方

法

に

頼

っ

て

い

て

ソ

フ

ト

す

ぎ

る

と

批

判

す

る

も

の

が

い

ら
え
て
、

母
と
し
て
、

政
府
の
長
と
し
て
、

情

こ

ま

や

か

な

注

意

お

よ

び

必

要

な

サ

ー

ビ

ス

を

与

え

ら

れ

る

権

利

を

持

つ

さ

ら

に

は

母

親

の

負

担

と

い

う

も

の

を

十

二

分

に

認

識

し

て

い

る

。

も

し

家

族

数

を

制

限

し

よ

う

と

い

う

意

見

を

持

つ

こ

と

か

あ

れ

ば

、

子

供

逹

が

そ

の

資

質

の

花

を

完

全

に

咲

か

す

こ

と

が

で

ぎ

る

チ

ャ

こ
の
あ
と
、
イ
ン
ド
国
会
担
当
大
臣
、

現

の

た

め

に

尽

く

し

た

全

て

の

人

々

に

感

謝

の

意

を

表

わ

す

よ

う

提

案

し

た

。

ガ

ン

ジ

ー

首

相

は

、

子

供

は

誰

も

、

愛

る

グ

ル

ー

プ

も

い

る

の

が

実

情

で

あ

る

。

イ

ン

ド

の

方

法

は

強

硬

す

ぎ

、

人

権

を

侵

害

し

て

い

る

と

非

難

す

る

か

と

思

え

ば

、

イ

ン

ド

が

計

画

を

積

極

的

に

推

進

し

て

い

る

と

こ

ろ

を

と

優

位

を

脅

や

か

さ

れ

る

と

宣

伝

し

て

い

る

。

さ

ら

に

‘

国

外

に

あ

っ

て

は

‘

゜

カ

ー

ス

ト

や

宗

教

グ

ル

ー

フ

は

数

の

上

で

の

イ
ン

ド
で
は

い

く

つ

か

の

政

党

は

‘

家

族

計

画

を

政

治

的

武

器

に

し

て

国

が

違

え

ば

そ

の

直

面

す

る

障

害

の

内

容

も

異

な

っ

て

く

る

。

例

え

ば

ヽ

イ

ン

ド

は

早

く

か

ら

国

策

と

し

て

家

族

計

画

を

採

用

し

た

国

々

の

内

の

配

慮

を

伴

っ

た

も

の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

避

妊

上

の

ア

ド

バ

イ

ス

、

器

具

及

び

医

療

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

等

の

組

織

的

な

教

育

と

は

‘

夫

婦

に

意

識

・

行

動

の

変

化

の

重

要

性

を

説

く

も

の

で

あ

り
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世

界

人

口

の

安

定

を

実

現

す

る

た

め

緊

急

に

人

口

増

を

止

め

る

必

要

が

あ

る

ま
た
障
害
と
な
っ
て
い
る
文
化
遺
産
を
克
服
す
る
必
要
も
あ
る
。

氏
は

対
策
が
こ
れ
に
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
。

家

族

計

画

は

認

め

難

い

と

し

て

婦

人

の

地

位

の

向

上

等

の

杜

会

的

経

済

的

界
平
和
“

が

”
爆
発
“
し
か
ね
な
い
と
し

ミ
ッ
ト
氏
ょ
、
＇ 

シ
ュ

孤
立
的
な

的
経
済
的
問
題
は
急
増
し
、
政
治
的
安
定
ま
で
神
や
か
さ
れ
、
最
後
に
は
＂
世

い
う
確
答
を
与
え
ら
れ
る
者
は
い
な
い
。

急

速

な

都

市

化

に

よ

っ

て

も

杜

会

人
口
増
で
あ
る
。

増

大

す

る

人

口

を

持

ち

こ

た

え

る

だ

け

の

資

源

が

あ

る

と

か
か
る
状
況
の
悪
化
に
輪
を
か
け
て
い
る
の
が
、

悪

循

環

の

一

部

を

成

す

い
る
と
の
指
摘
も
行
わ
れ
た
。

ら

れ

て

い

る

た

め

、

金

融

と

債

務

利

子

支

払

い

が

危

機

的

状

況

に

立

至

っ

て

に

立

つ

計

画

と

行

動

が

必

要

と

さ

れ

る

の

に

‘

極

め

て

近

視

眼

的

態

度

が

と

す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

更

に

、

現

在

長

期

的

視

野

悪
化
に
よ
り
開
発
国
、

開

発

途

上

国

を

問

わ

ず

膨

大

な

費

用

を

軍

備

に

費

や

氏
は
‘

現

在

の

世

界

情

勢

の

大

要

を

述

べ

て

分

析

を

加

え

基
調
演
説
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て

前

ド

イ

ツ

連

邦

共

和

国

首

相

ヘ

ル

ム

ー

ト

・

シ

ュ

ミ

ッ

ト

氏

の

東
西
関
係
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
前
西
独
首
相
が
基
調
演
説

下

院

議

長

の

バ

ル

ラ

ム

・

ジ

ャ

カ

ー

ル

氏

を

当

大

会

議

長

に

選

任

す

る

件

に

つ
き
討
議
、

こ
の
動
議
を
日
本
が
支
持
し

ッ
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
で
開
か
れ

中
国
代
表
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

会

議

役

貝

の

選

任

そ

の

他

の

議

事

に

関

す

る

討

議

が

十

七

日

午

後

ジ
ャ
カ
ー
ル
氏
を
大
会
議
長
に
選
任

ィ
ン
ト
コ
ミ
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〔

副

団

長

〕

参

議

院

議

貝

倉

田

党

之

（
自
）

石
井

（
自
）

柄

谷

道

（
民
）

（
自
）

こ
と
を
強
調
し
、

草

案

委

貝

会

委

貝

長

に

ス

リ

ラ

ン

カ

の

保

健

大

臣

ラ

ン

ジ

ッ

ト

・

ア

タ

パ

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

を

当

大

会

の

副

話

長

に

指

名

す

る

旨

の

動

議

か

出

さ

れ

‘

〔
名
誉
団
長
〕

衆

議

院

議

貝

衆

議

院

議

貝

参

議

院

議

貝

参

議

院

議

貝

参

議

院

議

貝

渦

場

一

致

で

こ

の

安

孫

子

藤

吉

矢

追

秀

彦

（公

衆

議

院

議

貝

阿

部

昭

吾

（
杜
民
）

井

上

普

方

（
社
）

〔
団

長
〕

衆

議

院

議

貝

佐

藤

隆

（
自
）

衆

議

院

議

貝

福

田

赳

夫

（
自
）

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

が

こ

れ

を

支

持

こ
の
提
案
は
異
議
な
く
採
択
さ
れ
た
。

国

ら

ヽ

イ
ン
ド
カ

フ
ィ
ジ
ー

モ

ル

ジ

ブ

‘

蒙

古

、

大

韓

民

動
議
か
採
択
さ
れ
た
。

旨

の

動

議

が

出

さ

れ

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

が

こ

れ

を

支

持

中

国

、

イ

ン

ド

、

日

本

‘

タ

イ

シ

リ

ア

を

草

案

委

貝

会

委

貝

に

選

任

す

る

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

ヽ

こ

フ

ィ

ジ

ー

か

ら

さ
ら

ト

氏

を

推

せ

ん

す

る

旨

日

本

の

提

案

か

あ

り

こ

の

提

案

を

タ

イ

が

支

持

し

規
則
も
異
議
な
く
採
択
さ
れ
た
。

大

会

ボ

務

局

か

準

備

し

た

議

事

日

程

は

異

議

な

く

採

択

さ

れ

、

議

事

進

行

草
案
委
員
長
に
ア
タ
バ
ト
氏
（
ス
リ
ラ
ン
カ
保
健
相
）

る
と
付
け
加
え
た
。

如

何

に

し

て

、

何

時

、

ど

の

程

度

人

口

を

抑

制

す

る

か

、

と

い

う

こ

と

で

あ

人

口

増

は

止

ま

る

で

あ

ろ

う

と

述

べ

な

が

ら

も

、

問

題

は
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ヽ

し
て
遠
く

さ
ら
に
計
画
を
強
化
す
る
こ
と
に
加
え
、

出

産

す

る

子

供

の

数

ゞ

て
い
る
カ

枇

界

人

口

行

動

計

画

の

諸

目

標

達

成

ま

で

の

道

の

り

は

依

然

と

の
延
長
、

乳
児
と
母
親
の
死
亡
率
の
減
少
、

が
人
口
政
策
の
成
功
を
物
語
っ

サ

ラ

ス

氏

は

‘

更

に

、

人

口

の

成

長

率

の

ペ

ー

ス

の

遅

速

化

、

平

均

舟

命

要
が
あ
る
。

ん
出
て
い
る
が
、

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ア

ジ

ア

は

人

口

政

策

の

強

力

さ

及

び

質

の

高

さ

で

は

他

地

域

に

遥

か

に

抜

ぎ

そ
れ
で
も
な
お
、

常

に

計

画

の

進

捗

に

調

整

を

加

え

る

必

に
実
効
あ
る
関
連
性
を
賦
与
す
る
た
め
‘
更
に
認
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

与
す
る
こ
と
は

人

口

と

開

発

に

関

す

る

政

策

の

間

域
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、

人
口
問
題
に
政
府
と
議
会
が

関

す
る
各
国
議
貝
の
関
心
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
は
ぼ
全

の

会

議

で

生

れ

育

て

ら

れ

た

コ

ン

セ

ン

サ

ス

の

力

強

さ

と

こ
の
問
題
に
対

様
に
述
べ
た
。

A

F

P

P

D
の
結
成
は
過
去
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
一
連

「
ア
ジ
ア
の
人
口
動
向
と
今
後
の
展
望
」

と
題
す
る
講
演
を
行
い
、

次

の
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11
事
務
局
長
、

国
際
人
口
会
議
事
務
総
長
）

(
U
N
F
P
A
1
1
国

連

人

口

活

動

基

金

ラ
フ
ァ
エ
ル

M 

サ

ラ

ス

氏

開
か
れ
た
。

各
国
代
表
の
発
言
は
次
の
と
お
り
。

十
七
日
午
後
、

フ

ィ

ジ

ー

の

ア

ペ

ニ

サ

・

ク

ル

イ

サ

キ

ラ

氏

を

議

長

に

人
口
と
開
発
に
関
す
る
諸
問
題
を
概
観
す
る
た
め
の
全
体
会
議
が
、

筐

-1二
自
ら
は
1?iいL
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「
人
口
と
開
発
に
於
け
る
人
的
資
源
の
向
上
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

(
U
N
D
P
I
I
国
連
開
発
計
画

II
事
務
総
長
）

こ
と
を
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・

モ
ー
ス
氏

に
大
き
く
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

府
の
計
画
に
つ
い
て
の
経
験
と
成
果
は
、
メ
キ
シ
コ
会
議
さ
ら
に
は
他
地
域

推
進
す
る
力
が
あ
る

ア
ジ
ア
各
国
政

し
て
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

政
府
に
は
人
口
計
画
活
動
を

さ
ら
に
は
他
の
機
会
を
と
ら
え
て
他
地
域
に
対

は
深
く
‘

取
組
み
が
強
力
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
と
し
、

サ
ラ
ス
氏
は
、

以
上
の
諸
問
題
や
懸
念
に
対
し
て
は
ア
ジ
ア
地
域
の
認
識

に
人
口
と
資
源
と
環
境
の
間
の
相
関
関
係
に
関
し
て
食
糧
供
給
と
資
源
に
対

す
る
脅
威
の
増
大
、

の
革
命
“

が
未
だ
に
及
ん
で
い
な
い
地
域
を
農
業
活
動
の
主
流
に
い
れ
て
い

く
こ
と
に
強
い
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
を
し
た
。

で
の
国
際
人
口
会
議
の
場
、

メ
キ
シ
コ

ア
ジ
ア
地
域
の
文
化
遺
産

の
二
点
を
特
に
強
調
；
緑

権
利
、

義
務
を
定
め
る
国
際
会
議
を
招
集
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

更

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、

移
民
と
難
民
に
対
す
る
個
人
と
政
府
の

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、

任
意
に
せ
よ
強
制
に
せ
よ

画
を
も
っ
と
取
入
れ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

市
流
入
が
重
大
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、

種
々
の
開
発
計
画
に
都
市
化
計

ま
た
、

人
口
分
布
と
移
動
に
関
す
る
問
題
で
は
‘

ア
ジ
ア
で
は
人
口
の
都

層
の
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
、

依
然
と
し
て
高
い
死
亡
率
を
示
し
て
い
る
国
や
国
内
の
地
域
に
対
し
よ
り
一

と
述
べ
た
。国

際
人
口
移
動
も
重
大

す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

死
亡
率
と
保
健
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
は

が
減
っ
て
き
た
た
め
に
婦
人
の
地
位
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
特
に
注
目
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開

発

に

向

っ

て

進

む

よ

う

強

く

訴

え

た

。

ら

転

じ

、

開

発

が

そ

の

人

逹

の

た

め

に

行

わ

れ

る

、

そ

う

い

う

人

々

と

実

際

モ

ー

ス

氏

は

列

席

者

に

‘

氏

が

”
人
的
資
源
の
放
棄
“

と

称

し

た

方

向

か

識

し

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

し

た

。

が

破

壊

点

に

達

す

る

程

の

農

村

か

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の

開

発

計

画

の

受

益

者

と

真

の

意

味

で

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し

て

協

力

し

て

い

ル

を

枯

盤

と

し

て

地

域

に

適

し

た

企

画

と

意

志

決

定

を

し

て

い

く

上

で

、

そ

し

て

そ

の

開

発

モ

デ

ル

は

人

口

増

に

対

す

る

開

発

途

上

国

の

対

応

能

力

”
巨
大
都
市
“
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
、

ら

都

市

へ

の

人

口

移

動

を

中

心

と

し

た

移

動

に

よ

る

人

口

動

態

を

十

分

に

認

に

手

を

組

め

る

よ

う

な

新

し

い

適

切

な

モ

デ

ル

を

介

し

て

真

の

人

的

資

源

の

そ

人

口

と

開

発

に

関

す

る

全

体

計

画

は

、

現

地

で

編

み

出

さ

れ

る

開

発

モ

デ

断

を

下

す

こ

と

の

で

き

る

重

要

な

人

的

資

源

“

つ
の
大
き
な
鍵
と
な
る
、

ボ
l

べ
た
。

ヽ
）

と

と

し

て

認

識

す

る

こ

と

が

一

か

つ

又

、

行

動

変

革

の

危

険

を

犯

す

こ

と

の

意

義

に

つ

い

て

常

に

自

分

で

判

く

；

生

残

す

る

た

め

の

明

白

な

知

性

と

才

能

と

不

撓

不

屈

の

精

神

を

持

ち

な

い

で

い

る

数

千

万

の

人

々

を

”
最
大
の
問
題
グ
ル
ー
プ
“

と

し

て

で

は

な

こ

の

様

な

破

局

的

状

況

を

避

け

る

に

は

、

現

在

開

発

の

恩

恵

に

あ

ず

か

れ

少
く
み
て
も
四
、

喚
起
し
た
。

す
る
も
の
で
あ
り
、

自

已

満

足

の

許

さ

れ

る

状

況

で

は

な

い

こ

と

に

注

意

を

対
し
、

四

0

0
万

人

の

過

剰

人

口

を

抱

え

る

こ

と

を

示

唆

て

い

る

こ

と

は

、

開

発

途

上

国

が

こ

の

時

期

の

推

定

国

内

食

糧

供

給

量

に

今

世

紀

末

ま

で

の

年

間

人

口

増

が

八

、

0
0
0
ー
九
、

0
 0

0
万

人

と

さ

れ

策

定

に

見

る

べ

ぎ

も

の

が

あ

る

と

い

う

指

摘

を

行

っ

た

。

然
し
他
方
、

今
後

つ

い

て

新

た

な

認

識

と

理

解

が

生

れ

た

こ

と

、

人

口

に

関

す

る

国

家

計

画

の

で

大

巾

な

進

展

が

み

ら

れ

、

特

に

、

開

発

に

占

め

る

人

口

の

動

態

的

関

係

に

ブ
カ
レ
ス
ト
会
議
以
降
、

こ
の
十
年
間
に
、

世

界

人

口

行

動

計

画

の

実

施

面
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つ
上
で
有
益
な
概
念
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
し
た
。

開
発
の
総
体
的
指
針
と
な
り
、

国
と
地
域
の
潜
在
能
力
に
明
確
な
評
価
を
行

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

行
動
の
選
択
‘

可
能
性
、

問
題
点
を
明
ら
か
に
し

キ
ン
グ
氏
は
、

従
っ
て
、

扶
養
能
力
の
概
念
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
概
念
と

し
、

愚
か
な
政
策
で
蝕
ば
ま
れ
も
す
る
の
で
あ
る

展
の
枠
を
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
枠
は
、

賢
明
な
政
策
で
拡
が
り
も

界
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
す
る
必
要
が
な
い

技
術
の
有
無
は
人
類
の
発

消
衰
に
対
す
る
均
衡
を
巡
る
変
動

が
存
在
す
る
生
態
系
に
比
べ

人
間
世

一
定
の
能
力
範
囲
内
で
の
一
般
的
な
成
長
行
動
パ
タ
ー
ン
‘

つ
ま
り
均
衡

地
域
内
の
物
理
的
諸
要
因
に
関
し
て
各
国
の
人
口
の
潜
在
力
を
測
定
す
る
こ

一
国
の
最
適
人
口
を
決
定
す
る

つ
の
方
法
と
し
て
“
（
牧
草
地
な
ど
が
養
え

ヽ

つ
ま
り

資
源
分
布
は
‘

均
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

氏
は

「
人
口
及
び
開
発
問
題
」

厳
を
保
ち
つ
つ
す
べ
て
の
人
に
豊
か
な
葬
し
を
も
た
ら
す
開
発
と
い
う
方
向

と
述
べ
た
。

り
立
ち
を
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
大
き
な
難
関
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

る
）
扶
養
能
力
“

と
を
提
言
し
た
。

人
口
同
様
、

の
概
念
を
取
入
れ
、

栄
養
素
利
用
可
能
性
そ
の
他
の
一
定

と
の
指
摘
も
行
わ
れ
た
。

キ
ン
グ
氏
は

一
国
の
最
適
人
口
を
考
え
る
時
、
地
球
が
本
来
一
様
な
成

な
ら
な
い

を
目
指
す
な
ら
ば
社
会
的
、
文
化
的
諸
目
標
に
も
十
分
な
配
慮
を
怠
っ
て
は

る
と
い
う
事
実
に
立
脚
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、

更
に
、
人
間
の
尊

で
捉
え
る
と
共
に
、
人
類
を
永
久
に
支
え
ら
れ
る
環
境
の
維
持
が
必
要
で
あ

策
は
‘
資
源
、
土
地
、
水
、
原
料
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、

技
術
レ
ベ
ル
と
の
関
連

と
題
す
る
講
演
を
行
い
、

（
調
査
促
進
研
究
所
国
際
同
盟
議
長
、

ロ
ー
マ
・
ク
ラ
プ
・
メ
ン
バ
ー
）

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
キ
ン
グ
氏

人
口
動
向
と
人
口
政
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ー
ン
を
形
成
す
る
に
至
り
、

重

大

な

社

会

的

経

済

的

影

響

の

あ

る

こ

と

を

指

る。

更
に
ブ
ー
ン
ラ
ー
ト
氏
は
、

難

民

の

流

れ

も

新

た

な

地

域

的

移

民

パ

タ

在 主
と
‘

’ー

最

近

の

現

象

で

あ

る

ア

ジ

ア

圏

内

産

油

国

へ

の

移

住

と

が

あ

り

、

現

ア
ジ
ア
人
の
国
際
人
口
移
動
に
は
‘

従

来

の

移

民

受

入

れ

国

へ

の

永

久

移

的
国
家
開
発
計
画
に
人
口
再
配
分
の
項
目
が
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

国
政
府
の
長
年
の
懸
案
で
あ
り
、

人

口

と

開

発

に

関

す

る

総

合

の
大
き
な
原
因
を
成
し
て
い
る
。

急

速

な

都

市

化

と

国

内

移

住

は

ア

ジ

ア

各

分
の
国
で
は
、

ド

の

三

二

％

か

ら

大

韓

民

国

の

六

0
％
ま
で
、
巾
が
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
大
部

ア
ジ
ア
の
場
合
、
都
市
人
口
増
の
四
五
％
は
流
入
人
口
に
よ
る
が
、

イ
ン

い
る
。

市

に

達

し

、

そ

の

内

十

五

が

ア

ジ

ア

圏

内

の

都

市

で

あ

ろ

う

と

予

測

さ

れ

て

四
あ
る
が
、

今
世
紀
中
に
人
口

ー、

0
0
0
万

以

上

の

巨

大

都

市

は

二

五

都

え
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
五

0

0
万
以
上
の
人
口
を
数
え
る
都
市
は
、

現
在
十

人
口
は

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
別
と
し
て
、

他

地

域

よ

り

早

い

ペ

ー

ス

で

増

域

で

は

都

市

化

が

遅

れ

て

い

る

が

人
口
五

0

0
万
以
上
の
超
大
型
都
市
の

。、／ 

ヨ
ー
ロ
ッ

北
米

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ

に

比

べ

て

ア

ジ

ア

の

大

半

の

地

，ヽo-~-c, 今そ=,

「
ア
ジ
ア
の
移
住
と
都
市
化
」

「
移
住
と
都
市
化
」

り
ヽ

会
議
を
再
開
。

ブ
ー
ン
ラ
ー
ト

都

市

部

の

出

生

率

が

相

対

的

に

高

い

こ

と

が

急

速

な

都

市

化

数
ヶ
国
で
、

ア

ラ

ブ

九

ヶ

国

に

住

む

移

民

労

働

者

は

一

五

0
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い

十
八
日
は
、

と
題
し
て
次
の
趣
旨
の
講
演
を
行
っ
た
。

レ

オ

プ

ラ

パ

イ

氏

に
つ
い
て
、

U
E
S
C
A
P
人
口
部
部
長
）

次
の
各
氏
が
講
演
し

マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ
ン
女
史
が
議
長
と
な
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初

等

教

育

の

普

及

は

農

村

部

の

余

剰

人

口

の

質

的

向

上

に

極

め

て

強

い

効

果

戦

後

の

高

度

経

ご

く

最

近

に

な

っ

て

青

年

層

の

間

に

新

し

い

動

き

が

見

ら

れ

て

い

る

。

そ
の
動
き
が
著
し
か
っ
た
。

こ

済

成

長

期

に

も

農

村

か

ら

都

市

へ

の

人

口

移

動

は

続

き

、

大

都

市

圏

で

特

に

村

部

の

余

剰

人

口

は

除

々

に

こ

こ

に

吸

収

さ

れ

て

行

っ

た

。

を
も
っ
た
が
、

都

市

の

近

代

的

な

分

野

が

経

済

的

に

発

逹

し

て

来

る

と

、

農

及

さ

せ

た

こ

と

が

問

題

解

決

に

あ

た

っ

て

大

き

な

力

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

当

時

労

働

人

口

の

大

半

を

占

め

て

い

た

農

民

層

に

対

し

て

初

等

教

育

を

普

る

こ

と

を

現

在

も

可

能

に

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

こ

と

が

で

ぎ

、

そ

れ

が

西

欧

世

界

か

ら

借

り

た

先

進

技

術

を

吸

収

、

応

用

す

を

逹

成

せ

し

め

た

主

因

の

一

つ

は

人

的

資

源

の

充

実

と

い

う

こ

と

に

求

め

る

ら

ず

‘

過

去

一

世

紀

の

間

に

強

力

な

経

済

的

甚

盤

を

構

築

し

た

。

こ

の

成

果

日
本
は

限

ら

れ

た

国

土

と

天

然

資

源

等

の

悪

条

件

に

も

関

形

の

教

育

と

訓

練

こ

そ

開

発

の

中

核

と

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

とヽ

公

式

非

公

式

を

問

わ

ず

、

技

術

、

職

業

一

般

教

育

と

い

っ

た

様

々

な

過
程
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

過
剰
人
口
‘

開

発

は

人

間

性

志

向

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

開
発
と
は
‘

杜
会
の
経
済
‘

政

治

社

会

の

各

部

門

の

重

要

な

構

造

変

革

の

し
て
な
さ
れ
る
が
、

開

発

は

経

済

的

意

味

に

限

定

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い

。

を
行
っ
た
。

開

発

に

つ

い

て

は

物

質

的

経

済

的

な

増

大

の

過

程

と

い

う

定

義

が

往

々

に

「
国
家
開
発
政
策
~
都
市
発
展
の
諸
政
策
」

と

題

し

て

次

の

趣

旨

の

講

演

（
日
本
大
学
人
口
研
究
所
顧
門
、

黒

田

俊

夫

氏

0

0
万

難

民

の

六

0
％
に
達
す
る
。

爵
し
た
。

す

現

在

ア

ジ

ア

地

域

に

い

る

難

民

は

約

五

一

0
万

人

世

界

中

の

八

A

P

D

A
理
事
）
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二
五

0
万
人
の
移
動
が
完
了
し
た
事
実
を
挙
げ
‘

一
九
八
三
年
迄
に
は
移
動

が
二

0
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
現
在
は
‘

五
ヶ
年
計
画
だ
け
で

ヽ

て
は

マ
ル
ト
ノ
氏
は

一
九
四
五
年
の
独
立
前
の
四

0
年
間
の
移
動
人
口

態
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

更
に
計
画
の
も
た
ら
し
た
影
聰
に
つ
い

実
施
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
全
く
任
意
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
が

進

の

た

め

に

、

好

条

件

を

与

え

て

い

る

他

融
資

政
府
は
‘

移

住

計

画

を

設

け

て

自

発

的

な

費

用

自

己

負

担

に

よ

る

移

住

促

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

に
国
際
的
評
価
も
得
て
い
る
が

こ
の
他
に
も
、

各

種

の

対

策

と

開

発

計

画

つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
し
た
。

た

な

い

ジ

ャ

ワ

島

に

全

人

口

の

六

0
％
が
住
ん
で
い
る
こ
と
‘

人
口
動
態
を
‘

政
策
策
定
及
び
開
発
計
画
上
の
重
要
な
要
素
と
し
て
き
た
。

ま
た
大
規
模
な

家

族

計

画

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

は

死

亡

率

低

下

と

い

う

具

体

的

成

果

に

対

し

て

既

を

通

じ

特

に

人

口

移

動

を

刺

激

し

方

向

づ

け

る

た

め

に

本

格

的

に

取

組

ん

で

大
型
移
住
計
画
の
企
画
‘

常

に

計

画

の

処

理

範

囲

よ

り

移

住

を

待

っ

て

い

る

人

々

の

数

の

方

が

多

い

状

こ
の
様
な
基
本
的
事
実
を
考
慮
し
て
、
政
府
は
‘

常
に

を
指
摘
し
た
。

前
後
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

そ

し

て

全

国

土

面

積

の

七

％

に

も

満

0
万
人
）
、
過
去
数
十
年
間
に
、
人
口
増
加
が
続
き
、
現
在
は
年
間
ニ
・
三
％

シ

ア

が

世

界

で

五

番

目

に

人

口

密

度

の

高

い

国

で

あ

り

（
人
口

一
億
四
七
〇

移

民

問

題

に

政

府

が

介

入

す

る

こ

と

に

つ

い

て

触

れ

、

大

臣

は

イ
ン
ド
ネ

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

移

民

に

関

す

る （
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
移
住
大
臣
）

マ

）レ

ト

ノ

氏

象
は
益
々
拡
が
る
様
相
を
み
せ
て
い
る
。

よ

ば

れ

、

地

域

開

発

計

画

で

地

方

に

も

雇

用

機

会

が

増

え

た

た

め

こ
の
現

の
新
し
い
パ
タ
ー
ン
は
‘

大
都
市
か
ら
の
青
年
層
の

”U
タ
ー
ン
“

現
象
と
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「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
」

プ
ル
ー
ス

と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

的
戦
略
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

氏

は

、

オ

ー

貧

困

層

に

対

し

て

社

会

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

施

す

と

い

う

形

で

は

な

く

、

自

立

実
行
に
移
す
こ
と
の
重
要
性
と
可
能
性
を
示
し
た
。

そ
し
て

こ
の
行
動
は

次
に
氏
は
バ
ン
コ
ク
の
ス
ラ
ム
街
の
映
画
を
上
映
し
て
、

様

々

な

宣

言

を

は
ヽ

政

府

機

関

と

非

政

府

機

関

の

協

調

を

促

進

し

、

さ

ら

に

開

発

活

動

を

実

に

対

応

す

る

こ

と

を

慈

図

し

た

も

の

で

あ

る

と

説

明

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

バ

ン

コ

ク

の

都

市

地

域

社

会

開

発

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

都

市

地

域

開

発

に

関

す

る

氏
は
、

（
タ
イ
運
輸
通
信
副
大
臣
）

ブ
ー
ン
テ
ィ
ウ
ム

の

質

的

向

上

に

関

係

の

あ

る

企

画

や

意

志

決

定

の

過

程

に

都

市

居

住

者

が

全

面

的

に

参

加

で

ぎ

る

方

法

を

設

け

る

こ

と

に

よ

っ

て

そ

の

開

発

ニ

ー

ズ

全

体

施
す
る
上
で
、

る
と
報
告
し
た
。

・
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
氏

カ
マ
ピ
ラ
ド
氏

規
模
の
拡
大
と
質
の
向
上
も
目
指
し
て
い
る
、

と
述
べ
た
。

つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
し
た
。

都

市

居

住

者

の

生

活

そ

の

開

発

の

受

益

者

を

活

動

の

企

画

及

び

実

行

の

全

て

の

過

程

で

参

加

さ

せ

る

こ

と

の

重

要

性

の

認

識

を

高

め

る

こ

と

を

目

的

に

し

て

い

と

誠

意

と

い

う

二

つ

の

原

則

に

甚

づ

く

人

的

資

源

開

発

の

総

合

的

か

つ

全

体

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
会
議
員
）

ス

ト

ラ

リ

ア

の

発

展

と

開

発

に

移

民

が

古

く

か

ら

中

心

的

役

割

を

果

し

て

い

定
さ
れ
て
い
る
。

こ

の

よ

う

に

政

府

は

移

民

計

画

に

取

組

む

と

同

時

に

そ

の

計

画

の

下

に

約

六

0
0
0
平

方

キ

ロ

の

土

地

が

耕

作

地

に

変

わ

っ

た

と

推
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る
政
府
政
策
に
つ
い
て
は
‘

そ
の
基
本
方
針
が
都
市
の
規
模
の
コ
ン
ト
ロ
ー

新
政
策
を
一
九
七
八
年
以
来
取
っ
て
い
る

と
説
明
し
た
。

都
市
部
に
対
す

シ
ャ
オ
ト
ン
氏
は
‘

中
国
は
、

農
村
地
域
の
開
発
と
再
活
性
化
を
目
指
す

の
下
に
行
わ
れ
る
巨
大
都
市
の
発
展
と
に
焦
点
を
紋
っ
た
。

都
市
対
農
村
の
人
口
増
加
に
関
す
る
諸
問
題
と
‘

中
小
規
模
の
都
市
の
犠
牲

中
国
の
大
人
口
が
増
加
し
、
各
地
に
分
散
し
た
歴
史
的
要
因
を
概
説
し
た
後

国
）

か

中
国
に
於
け
る
都
市
化
と
移
動
に
つ
い
て
氏
の
所
見
を
述
べ
た
。

そ
の
後
自
由
討
議
に
移
り

（
中
華
人
民
共
和

（
中
華
人
民
共
和
国
）

フ

ェ

イ

・

シ

ャ

オ

ト

ン

氏

解
も
尊
重
も
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
‘

氏
は
訴
え
た
。

関
す
る
問
題
は

地
味
す
ぎ
る
と
し
て
き
ら
っ
て
、

フ
ェ
イ
・
シ
ャ
オ
ト
ン
氏

こ
の
関
係
を
十
分
に
理

な
が
ら
、

意
志
決
定
を
行
う
立
場
に
あ
る
人
々
の
多
く
は
‘

人
口
と
開
発
に

リ
ア
の
様
な
国
々
に
と
っ
て

有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

し
か
し

を
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

こ
の
種
の
会
議
は
オ
ー
ス
ト
ラ

経
済
情
勢
と
開
発
途
上
国
の
経
済
情
勢
と
の
間
に
は
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と

ク
ッ
ド
ラ
ッ
ク
氏
は
、
さ
ら
に
、

開
発
国
の
議
貝
に
対
し
て
、
開
発
国
の

言
語
と
文
化
的
伝
統
を
保
存
す
る
政
策
へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
来
て
い
る
。

成
を
支
持
す
る
姿
勢
か
ら
、
文
化
の
多
様
性
へ
の
理
解
、

少
数
グ
ル
ー
プ
の

ラ
リ
ア
の
公
式
姿
勢
も
こ
の
一
五
年
の
間
に
、

現
在
も
な
お
、

主
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

単
一
裁
培
の
均
質
的
人
口
形

オ
ー
ス
ト

政
府
が
人
口
増
に
直
接
的
、

効
果
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

共
に
変
化
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る

従
っ
て
、

移
民
は

め
ら
れ
る
も
の
と
優
先
事
項
に
対
す
る
者
え
方
の
変
化
に
対
応
し
て
時
代
と

と
述
べ
た
。

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

そ
し
て
、

政
府
の
移
民
政
策
は
国
家
開
発
に
求
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力
を
傾
け
て
い
る

国
の
潜
在
的
な
力
を
十
分
に
開
発
、

発
揮
で
き
る
よ
う
に
政
府
は
真
執
な
努

教
育
、
文
化
の
各
面
の
向
上
を
は
か
り

要
因
が
働
い
て
、
蒙
古
は
こ
れ
ま
で
常
に
開
発
に
一
歩
遅
れ
て
い
る
が
、

国

加
を
焚
励
し
て
い
る
、

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

氏
は
更
に

て
い
る
。

つ
ま
り
蒙
古
議
会
は

蒙
古
の
人
口
と
開
発
関
連
の
問
題
は
他
の
開
発
途
上
国
と
性
格
を
異
に
し

を
み
な
い
軍
備
拡
張
競
争
の
た
め
に
‘
限
ら
れ
た
資
源
と
人
的
資
源
が
開
発

動
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
、
不
幸
に
も
今
日
の
歴
史
に
例

世
界
の
平
和
と
調
和
が
保
た
れ
る
状
況
の
中
で
人
口
と
開
発
に
関
す
る
活

（
蒙
古
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
副
団
長
）

あ
る
と
し
そ
の
結
果
現
在
、

体
制
に
あ
っ
た
区
域
が
急
速
に
商
品
経
済
園
に
変
貌
し
つ
つ
あ
る
と
の
説
明

る
地
域
の
天
然
資
源
の
開
発
に
人
口
増
加
分
を
投
入
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ニ
ャ
ミ
ン

途
上
国
の
緊
急
な
杜
会
経
済
的
問
題
の
解
決
に
利
用
で
き
ず
に
い
る
現
在
の

状
況
を
指
摘
し
た
。

内
の
保
健
‘

と
述
べ
た
。

あ
ら
ゆ
る
限
り
の
手
段
を
尽
し
て
人
口
増

様
々
な
歴
史
的

人
的
資
源
を
育
て
て
、

L
 ． 
ル

ブ

サ

ン

チ

ュ

ル

テ

ン

氏

済
的
発
展
の
強
力
な
バ
ネ
と
し
て
働
く
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
計
画
的
に
プ
ラ
ス
の
人
的
資
源
に
転
換
さ
れ
、

よ
り
一
層
の
杜
会
経

て
い
る
。

従
っ
て
、

人
口
増
で
マ
イ
ナ
ス
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
て
も

が
あ
っ
た
。

人
口
が
増
加
し
て
も
完
全
雇
用
を
進
め
て
、
開
発
の
遅
れ
て
い

農
村
地
域
で
完
全
又
は
ほ
ぼ
自
給
自
足
の
経
済

開
発
の
積
極
的
奨
励
に
置
か
れ

こ
れ
を
人
口
吸
収
の
手
段
と
す
る
考
え
で

｝レ
ヽ

中
程
度
、
中
規
模
の
都
市
の
開
発
、
小
都
市
特
に
小
型
の
商
業
都
市
の
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法
案
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

小
家
族
の
奨
励
に
つ
い
て
話
ば
か
り
し
て
き
た
議
貝
が

従
来
か
ら
の
主

s
.
p
 ・
ダ
ン
ダ
バ
ー
ト
夫
人

の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

必
要
で
は
あ
る
が

こ
の
資
金
は
、

受
入
れ
国
の
通
常
の
開
発
計
画
と
は
別

氏
は

収
入
の
伸
び
悩
み
‘

（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）

雇
用
機
会
の

ば
な
ら
な
い
受
入
れ
国
国
民
に
も
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、

難
民
と
受
入
国
国
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
が

（
イ
ン
ド
国
会
議
員
）

張
を
具
体
的
に
実
践
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
（
議
貝
立
法
と
い
う
形
で
）

減
少
、

価
格
上
昇
と
い
う
物
理
的
環
境
に
耐
え
な
け
れ

更
に
‘

難
民
の
支
援
に
は
、
社
会
経
済
的
負
担
が
加
わ
り

べ
た
。

加
わ
る
こ
と
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
、
難
民
間
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
述

動
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

よ
り
大
ぎ
な
杜
会
の
社
会
経
済
生
活
に

係
を
も
っ
て
い
る
と
し
、

難
民
或
い
は
帰
還
者
が
速
や
か
に
経
済
的
生
産
活

人
れ
国
の
難
民
の
影
響
を
受
け
る
地
域
の
経
済
的
杜
会
的
開
発
と
密
接
な
関

全
体
計
画
に
与
え
る
そ
の
影
脚
と
に
触
れ
た
。

難
民
問
題
の
解
決
は
難
民
受

ア
ジ
ア
地
域
の
多
数
の
難
民
が
引
続
き
問
題
で
あ
る
こ
と
と
、

F

.

J

 ・
ホ
マ
ン

ヘ
リ
ン
ベ
ル
グ
氏

国
の
開
発
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―

1
0
0
0
年
ま
で
に
三
六
億
人
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ

ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
増
加
は

一
九
八
一
年
の
二
六
億
人
か
ら

会
経
済
開
発
上
の
諸
活
動
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）

向
け
て
の
前
進
を
確
認
す
る
。
（
か
か
る
前
進
は
‘

•
生
殖
率
、

家
族
計
画
や
杜

幼
児
死
亡
率
と
い
っ
た
人
口
動
勢
上
の
目
標
の
逹
成
に

の
設
立
等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア

世
界
的
経
済
政
治
条
件
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
計
画
（
人

ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
以
っ
て
留
意
す
る
。

ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
）

各
国
国
内
委

へ
の
問
題
意
識
か
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
満
足

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
宣
言

一
九
八
一
年
の
北
京
宣
言
以
来
、

全

議
貝
た
ち
が

一
九
七
九
年
の
コ
ロ
ン
ボ
宜
言

一
九
八

0
年
の

の
と
お
り
呼
び
か
け
る
。

し
た
我
々
国
会
議
貝
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
問
題
に
関
し
て
、
次

ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
」

に
ア
ジ
ア
の
二
四
ヶ
国
か
ら
参
加

一
九
八
四
年
二
月
十
七

H
か
ら
二
十
日

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

序

文

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
於
け
る

ー，

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
」

に
よ
り
採
択
。

一
九
八
四
年
二
月
二
十
日

イ
ン
ト

「
人
口

ア
ジ
ア

t
4え
4ゞu.g.‘

．
 

d
ぶ．

3
も
i
’

と
ぶ
;
qゞ
•
3
.
h
N
.
5さ

フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
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四

甚
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
‘

基
本
的
人
権
と
し
て
の
家
族
計
画
の
認
識
に

人
口
動
勢
上
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
情
報

る゚
平
和
を
乱
す
暴
力
活
動
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
終
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

持
と
軍
備
競
争
の
終
演
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

ま
た
国
内

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
地
城
に
お
け
る
平
和
と
国
家
安
全
保
障
の
維

□

農

村

か

ら

都

市

へ

の

移

動

等

の

人

口

分

布

の

問

題

□

死

亡

率

、

と

く

に

幼

児

死

亡

率

の

問

題

（一）

人
口
増
加
率
と
出
生
率
の
間
題

上
の
変
化
に
留
意
す
る
。

前
述
の
間
題
に
対
処
す
る
た
め
、

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
次
の
人
口
動
勢

的
措
置
を
と
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
す
る
。

杜
会
経
済
開
発
の
た
め
の
適
正
な
人
口
分
布
の
達
成
に
つ
ぎ
効
果

基
本
的
人
権
と
し
て
児
童
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
‘

家
族
計

・ニ
0

0
0
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
増
加
率
を
一
％
に
す
る

と
の
北
京
宣
言
に
於
け
る
重
要
勧
告
の
i

画
の
受
入
れ
促
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
確
認
す
る
。

認
め
る
。

つ
を
再
確
認
す
る
。

と
に
か
ん
が
み
、
人
口
増
加
率
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
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七 六 五

）
 

か

く

も

重

要

な

意

味

を

も

つ

使

命

を

受

け

議

貝

は

果

す

べ

き

重

要

な

役

割

を

有

し

て

い

る

。

議

貝

は

‘

人

類

に

と

ヽ

こ

の

こ

と

は

人

々

を

機

動

し

参

加

さ

せ

る

統

率

力

と

な

っ

た

。

到

達

す

る

道

の

り

で

あ

っ

た

。

コ
ロ
ン
ボ
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
は
‘
”
政
治
的
意
志
＂
に

”
政
治
的
意
志

(political 
w
i
l
l
)
 0

を

右

は

‘

人

口

政

策

を

よ

り

緊

急

の

セ

ン

ス

宗

教

家

リ

ー

ダ

ー

間

に

政

治

的

コ

ン

セ

ン

サ

ス

を

確

保

す

る

た

め

の

貝

か

ら

成

る

国

内

委

貝

会

が

種

々

の

杜

会

部

門

の

コ

ロ

ン

ボ

及

び

北

京

の

会

議

以

後

、

ア

ジ

ア

の

数

ヶ

国

に

お

い

て

、

議

会
」

の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

の

地

域

で

も

ひ

ら

か

れ

「

人

口

と

開

発

に

関

す

る

国

会

議

貝

世

界

委

貝

お

い

て

、

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

発

足

し

た

。

同

様

の

会

議

が

他

か

く

し

て

一
九
八
一
．
年
三
月
九
日
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に

北

京

の

主

要

決

定

事

項

の

ひ

と

つ

は

‘

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

設

右

会

議

は

‘

人

口

と

開

発

の

間

の

相

互

の

関

係

に

つ

い

て

の

認

識

と

理

る

第

一

回

の

人

口

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

会

議

を

主

催

し

た

。

は
ヽ

一

九

八

一

年

北

京

に

お

け

そ

し

て

、

議

貝

の

参

加

を

導

き

継

続

さ

せ

る

為

の

議

貝

連

合

が

編

成

さ

係

る

課

題

の

増

大

に

対

処

す

る

た

め

、

代

表

を

選

び

そ

の

役

割

の

可

能

が

主

催

し

た

コ

ロ

ン

ボ

会

議

は

‘

人

口

と

開

発

問

題

に

一
九
七
九
年
、

際
議
貝
連
盟
）

性
を
確
立
し
た
。

れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

U
N
F
P
A
 

解

を

増

大

す

る

こ

と

の

必

要

性

を

強

調

し

た

。

立
で
あ
っ
た
。

イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
っ
た
。

を

以

っ

て

推

進

す

る

上

で

肝

要

な

生
み
出
し
た
。

U
N
F
P
A
 （
国
連
人
口
活
動
基
金
）
及
び

I

P

u
（
国

（
国
連
人
口
活
動
基
金
）

異
な
る
政
党
間
、

あ

ら

ゆ

る

資

源

を

さ
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を
図
る
事
。

・
全
て
の
人
々
が
容
易
に
利
用
し
う
る
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
情
報
及

障

害

の

除

去

と

経

済

参

画

機

会

の

増

進

に

よ

る

婦

人

の

地

位

の

向

上

特
に
婦
人
の
文
盲
を
な
く
す
努
力
を
直
ち
に
行
う
事
。

法
的

全
て
の
開
発
計
画
に
包
括
的
人
口
政
策
を
結
合
す
る
事
。

よ
っ
て
行
動
に
移
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

望

ま

し

い

人

口

増

加

率

を

確

保

す

る

た

め

に

以

下

の

諸

行

為

が

議

貝

に

・
文
盲
、

人

口

増

加

率

の

抑

制

一丁
4

‘ー

動

計

画

口
分
布
の
均
衡
化
を
実
現
す
る
こ
と
。

留
め
お
く
努
力
を
併
せ
行
な
い

ア
ジ
ア
諸
国
内
に
お
け
る
人

C
‘

計

画

的

な

都

市

人

口

の

増

加

の

た

め

の

政

策

と

人

口

を

地

方

に

少
さ
せ
る
こ
と
。

二

0
0

0
年

迄

に

地

域

内

に

お

け

る

幼

児

死

亡

率

を

五

十

％

滅

B ヽ

ア
ジ
ア
全
域
に
お
け
る
死
亡
率
を
減
少
す
る
こ
と
。

特

に

西

暦

増

加

を

抑

え

人
口
増
加
率
一
％
を
達
成
す
る
こ
と
。

A

西
暦
二

0
0
0
年

ま

で

に

ア

ジ

ア

地

域

全

体

に

お

け

る

人

口

の

.
、
。

な
し

八

、

議

員

は

‘

次

の

特

定

の

目

標

を

達

成

す

る

た

め

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

こ
の
事
こ
そ
、

特

定

の

目

標

ょ
な
ら
な
い
。

＇ ら
に
培
い
‘

今
後

議
貝
に
求
め
ら
れ
て
い
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

人
々
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
強
化
し
、

創

造

し

な

け

れ
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の
治
療
に
関
す
る
保
健
教
育
を
両
親
に
行
う
。

の
実
施
。

子

供

の

成

長

測

定

手

法

の

利

用

を

含

む

栄

養

物

摂

取

及

び

栄

養

教

育

全
て
の
子
供
に
対
す
る
予
防
接
種
実
施
。

ー
ビ
ス
）

政
策
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
よ
う
。

る
原
因
は
以
下
の
諸
事
項
を
営
む
調
整
さ
れ
た

P

H

C

れ
ば
乳
児
の
生
存
の
一
助
と
な
る
。

乳
幼
児
死
亡
及
び
心
身
障
害
の
主
た

数
家
族
構
成
を
受
け
入
れ
る
事
と
な
る
。

同
様
に
、
出
産
間
隔
が
広
く
な

成
さ
れ
幅
祉
か
向
上
さ
れ
る
事
は

小
人

乳
幼
児
の
死
亡
率
は
‘
充
分
に
低
下
し
て
い
な
い
。

死
亡
率
の
低
下
が
達

死
亡
率

（
特
に
幼
児
死
亡
率
）

る
事
。

を
省
き
、
全
て
の
レ
ベ
ル
の
共
伺
体
が
参
加
で
ぎ
る
よ
う
に
保
証
す

家
族
計
画
の
立
案
及
び
実
施
過
程
に
於
い
て

•
基
本
的
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
同
サ
ー
ビ
ス
の
家
族
計
画
へ
の
結

び
つ
き
を
図
る
事
。

・
行
政
管
理
の
改
善
、

方
法
の
導
入
を
図
る
事
。

・
全
て
の
宗
教
グ
ル
ー
プ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
新
し
い
避
妊
技
術
の
研

究
を
支
援
す
る
事
。

不

必

要

な

形

式

主

義

出
生
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
‘

（
基
本
的
保
健
サ

・
経

n
再
水
和
療
法
に
よ
る
下
痢
の
治
療
を
含
め
た
．
般
的
幼
児
疾
患

様
々
な
種
類
の
避
奸
方
法
供
給
の
継
続
と
普
及
し
う
る
新
し
い
避
妊

等
に
よ
っ
て
家
族
計
画
の
立
案
強
化
を
図
る
事
。

の
人
口
の
六
十
％
を
占
め
る
若
手
層
）

訓
練
の
拡
大

異
な
る
人
口
層
（
特
に
ア
ジ
ア

び
サ
ー
ビ
ス
を
早
急
に
拡
大
す
る
事
。

の
情
報
伝
達
を
開
発
す
る
事
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一ヽヽ ヽヽ"'●

ヽ

に

つ

い

て

理

解

を

深

め

、

国

会

議

貝

間

の

相

互

交

流

と

対

話

を

促

進

国

内

の

国

会

議

貝

の

組

織

を

強

化

し

て

ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
に
対
し
て

会
議
は
以
下
の
よ
う
に
訴
え
る
。

行

動

の

呼

び

か

け

都

市

の

成

長

を

規

制

す

る

た

め

に

適

切

な

方

法

を

開

発

す

る

事

。

・
地
域
社
会
指
導
者
、

天

然

資

源

に

比

較

し

均

衡

の

と

れ

て

い

な

い

人

口

分

布

は

‘

開
発
の
阻
害
要
因
で
あ
る
。

の

資

源

と

恒

久

的

基

幹

施

設

に

重

い

負

担

を

か

け

る

ば

か

り

で

な

く

森

林

土
壌
侵
食
‘

施
を
図
る
事
。

大
す
る
事
。

人

口

と

開

発

の

相

互

関

係

農
村
部
に
お
け
る
基
本
的
社
会
‘

保

健

面

で

の

安

堵

感

を

向

上

、

拡

農

村

部

で

の

扉

用

機

会

を

拡

大

す

る

事

。

の

開

発

を

含

め

、

総

合

的

な

国

家

的

都

市

化

計

画

の

立

案

と

そ

の

実

大

都

市

へ

の

誘

因

要

囚

の

削

減

及

び

中

規

模

都

市

と

小

さ

い

町

‘

区

を

是

正

す

る

た

め

の

方

法

と

し

て

は

、

次

の

も

の

が

指

摘

さ

れ

よ

う

。

伐

採

特
に
急
激
な
都
市
化
は
‘

国

家

及

び

都

市

部

人

口

分

布

の

不

均

衡

を

も

も

た

ら

す

。

杜

会

・

教

育

こ

の

不

均

衡

人

口

分

布

せ

た

一

般

的

幼

児

疾

患

の

判

定

と

簡

易

治

療

に

関

す

る

訓

錬

計

画

。

と

く

に

昔

な

か

ら

の

助

産

婦

と

医

者

を

参

加

さ

母

乳

育

児

の

有

益

性

に

関

す

る

教

育

計

画

。

ス

ラ

ム

及

び

農

村

に

お

け

る

飲

料

水

の

供

給

の

確

保

。
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な
一
貝
と
し
て
引
巻
続
苔
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
。

•
老
齢
者
の
た
め
の
福
祉
計
画
を
準
備
し
て
、

二、

彼
ら
が
社
会
の
生
産
的

的
資
源
を
動
貝
す
る
よ
う
に
慟
き
か
け
る
こ
と
。

発
展
途
上
国
に
対
し
て
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に

そ
の
人
的
・
物

通
じ
て
ふ
り
わ
け
る
こ
と
。

U
N
F
P
A
を
含
め
た
国
際
機
関
と

I
P
P
F
等

の

非

政

府

機

関

を

・
社
会
的
、

ア
チ
ブ
を
維
持
‘

育
成
す
る
こ
と
。

通
じ
て
の
人
日
間
題
の
た
め
の
援
助
を
増
や
す
こ
と
。

・
政
府
開
発
援
助
の
総
額
を
増
や
し
、

U
N
D
P
及
び
二
国
間
機
関
を

非
政
府
機
関
と
任
意
機
関
へ
の
援
助
を
増
加
さ
せ
て

そ
の
イ
ニ
シ

済
計
画
を
強
化
す
る
こ
と
。

経
済
的
な
不
均
衡
の
是
正
を
特
に
目
的
と
し
た
杜
会
‘
経

の
実
行
促
進
の
た
め
に
十
分
な
資
源
を
配
分
す
る
こ
と
。

行
動
計
画
及
び
人
口
に
関
す
る
そ
の
他
の
開
発
計
画
に
対
し
て
、
そ

可
及
的
速
や
か
に
、
行
動
計
画
を
実
現
す
る
こ
と
。

政

府

に

対

し

て

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
委
貝
会
を
設
立
す
る
事
。

上
げ
る
た
め
に
立
法
化
を
始
め
る
事
。

適
切
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
結
婚
最
低
年
齢
を
二
十
オ
に
引
苔

設
立
す
べ
く
行
動
を
開
始
す
る
事
。

人
口
政
策
と
計
画
の
策
定
と
実
行
を
調
整
す
る
法
定
機
関
を
各
国
に

究
界
と
の
結
び
つ
き
を
密
に
す
る
事
。

人
口
政
策
の
策
定
と
展
開
の
一
貰
性
を
高
め
る
た
め

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
事
。

行
動
計
画
を
支
援
す
る
た
め
に
、

す
る
事
。

学
術
界
と
研

立
法
措
罹
を
含
め
て
、

適
切
な
イ
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五、 四、 三、
よ
う
に
要
請
す
る
こ
と
。

さ

れ

る

人

口

に

関

す

る

国

際

会

議

に

国

会

議

貝

を

多

数

参

加

さ

せ

る

加

盟

国

政

府

に

対

し

て

一
九
八
四
年
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
で
開
催

テ
ー
の
宜
言
を
実
現
す
る
こ
と
。

国

連

に

呼

び

か

け

て

世
界
人
口

関
か
る
研
究
に
対
す
る
援
助
を
増
や
す
こ
と
。

家

族

計

画

の

生

医

学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
こ．
 

諸

国

の

非

政

府

機

関

•
U
N
F
P
A

等
の
国
際
機
関
、

二
国
間
機
関
、

(
N
G
o
)
 

人
口
問
題
へ
の
注
目
を
集
め
る
、

に
対
す
る
財
政
援
助
を
増
額
す
る
。

政

府

並

び

に

ア

ジ

ア

国

際

社

会

に

対

し

て

・
人

u
問
題
に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
且
つ
建
設
的
な
報
道
を
す
る
こ
と
。

報
道
機
関
と
媒
体
に
対
し
て

び
開
発
の
問
題
に
つ
い
て

•
I
P
P
F

の
よ
う
な
国
際
機
関
、

役
割
を
担
っ
て
、

・
コ
ミ
ュ

国
内
の

N

G

o

ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
自
主
的
援
助
を
引
き
続
い
て
募
っ
て
、

国
会
議
貝
と
協
調
し
て
動
く
こ
と
。

効

果

的

な

人

口

政

策

・

計

画

の

策

定

を

推

進

す

る

た

め

に

‘

人

口

及

テ
ィ
ア
を
求
め
る
こ
と
。

小

家

族

基

準

が

よ

り

広

く

受

容

さ

れ

る

た

め

に

有

効

な

新

し

い

ア

イ

弘
す
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
。

家

族

計

画

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

奨

励

努

力

を

強

化

・

拡

並
び
に
学
術
、

開

発

機

関

は

、

引

答

続

き

、

積

極

的

且

つ

革

新

的

な

非

政

府

機

関

に

対

し

て

（
非
政
府
機
関
）
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＜
献
身
す
る
こ
と
を
‘

改
め
て
こ
こ
に
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
人
類
の
よ
り
よ
い
明
日
の
た
め
に
行
動
計
画
を
実
行
す
べ

経
済
的
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
働
く
所
存
で
あ
る
。

人
々
、

と
り
わ
け
貧
し
く
、

恵
ま
れ
ぬ
人
々
に
広
め
て

人
々
の
社
会
・

会
議
貝
一
同
は
、
人
口
と
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
恩
典
を
広
く
各
レ
ベ
ル
の

最
後
に

行
動
計
画
の
早
期
実
現
を
願
っ
て
、

今

会

議

に

集

っ

た

我

々

国

結

び

が
主
要
な
役
割
を
果
す
べ
く

広
く
推
進
努
力
を
す
る
こ
と
。

国

連

の

内

外

に

於

い

て

、

人

口

と

開

発

の

問

題

に

つ

い

て

国

会

議

貝

貝
と
適
切
な
国
際
機
関
と
の
非
公
式
な
結
び
つ
苔
を
生
み
だ
す
こ
と
。

前

記

の

国

会

議

貝

グ

ル

ー

プ

の

仕

事

を

奨

励

援
助
し
て
、

国
会
議

強
化
す
る
こ
と
。

し
‘
協
力
す
る
た
め
に
、
従
来
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
努
力
を
継
続

国

会

議

員

に

よ

る

地

域

、

小

地

域

又

は

国

内

グ

ル

ー

プ

の

設

立

を

促

七、

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
に
対
し
て

A

Sー

A
N

•
ア
ジ
ア
の
国
会
議
貝
の
対
話
の
機
会
を
引
き
続
き
提
供
す
る
こ
と
。

・
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
を
検
討
し
、

れ
た
勧
告
を
知
ら
せ
る
こ
と
。

で
巻
る
よ
う
に
努
力
し
、
同
代
表
国
に
対
し
て

報
告
す
る
こ
と
。

今
会
議
で
採
択
さ

人
口
に
関
す
る
国
際
会
議
の
政
府
代
表
国
に
国
会
議
貝
が
多
数
参
加

対
話
を
各
地
方
の
立
法
機
関
に
ま
で
広
げ
る
こ
と
。

六、

F
O
R
U
M
運
営
委
員
会
に
対
し
て
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続

け

て

今

H
に
至
っ
て
い
る
。

東
京
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
活
動
を

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

以
後

は

九

八

二

年

二

月

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
於
て
会
議
を
も
ち
、
人
口
と
開

A
F
P
P
D
の
暫
定
委
貝
会
を
務
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

暫

定

委

貝

会

P
P
D
)
 を
設

立

す

る

こ

と

‘

並

び

に

北

京

会

議

の

運

営

委

貝

会

が

引

続

き

参

加

を

促

す

た

め

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

(
A
F
 

こ

の

北

京

会

議

で

、

人

口

と

開

発

の

分

野

で

ア

ジ

ア

各

国

議

貝

の

協

調

と

九
ヶ
国
か
参
加
し
て
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。

る

ア

ジ

ア

議

貝

会

議

は

-
九
八
一
年
十
月
二
七
日
よ
り
三
十
日
の
間
、

十

U
N
F
P
A
が
共
催
団
体
と
な
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

人

口

と

開

発

に

関

す

力

‘

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

各

代

表

議

貝

に

よ

り

、

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

こ
の
勧
告
に
沿
い

中
国
、
イ
ン
ド
、

日
本
、

ス
リ
ラ
ン

と
謳
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
か
か
る
地
域
レ
ベ
ル
或
い
は
小
地
域
レ

項
に
、
「
当
会
議
は
‘
地
域
レ
ベ
ル
の
会
議
を
開
催
し
て
各
々
の
国
で
蓄
え
ら

に
関
す
る
国
会
議
貝
国
際
会
議
で

宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
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一
九
七
九
年
八
月
二
八
日
か
ら
九
月
一
日
の
間
ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ

で

開

催

さ

れ

た

国

連

人

口

活

動

基

金

れ
た
情
報
と
経
験
を
交
換
し
、

と
信
ず
る
」

(
U
N
F
P
A
)
 主
催

の

人

口

と

開

発

そ

の

第

二

十

九

ベ

ル

の

会

議

開

催

の

動

き

を

促

進

す

る

こ

と

は

議

貝

に

と

っ

て

有

益

で

あ

る

マ
レ
ー
シ
ア
、

ジ
ア
議
貝
会
議
の
準
備
に
当
る
運
営
委
貝
会
が
設
置
さ
れ
た
。

中

国

の

全

国

人
民
会
議
か
ら
こ
の
会
議
の
主
催
国
を
引
受
け
る
旨
の
意
志
表
示
が
あ
り
、
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・
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
ス
リ
ラ
ン
カ

・
ベ
ト
ナ
ム

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

•
プ
ー
タ
ン

次
の
各
国
か
ら
議
員
が
準
代
表
団
と
し
て
参
加
し
た
。

・

タ

イ

・
シ
リ
ア

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
モ
ン
ゴ
ル

・
モ
ル
ジ
プ

•
日
本

・
イ
ン
ド

次
の

一
六
ヶ
国
か
ら
議
員
が
正
式
代
表
団
と
し
て
参
加
し
た
。

第
． 

回

A
F
P
P
D
会
議
参
加
国

二
十
日
の
間

ニ
ュ
ー
テ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

力

を

得

て

A
F
P
P
D
の
招
へ
い
に
よ
り

一
九
八
四
年
二
月
十
七
日
か
ら

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
が
、

U
N
I
C
E
F
、

•
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

•
中
華
人
民
共
和
国

・
フ
ィ
ジ
ー

•
大
韓
民
国

・
マ
レ
ー
シ
ア W

H
o
 
E
S
C
A
P
‘
 

と

開

発

に

関

す

る

議

貝

冊

界

委

貝

会

の

主

催

U
N
F
P
A
、

世
界
銀
行
、

U
N
D
P
、

I
P
P
F
等
の
協

人
口
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・
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
国
会
議
員
委
員
会

協

力

機

関

・

オ

プ

ザ

ー

バ

ー

機

関

・
ジ
ン
パ
プ
エ

•
英
国

•
ペ
ル
ー

次
の
地
域
か
ら
は
議
員
が
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

・
サ
モ
ア

・
ネ
パ
ー
ル

・
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

・
キ
プ
ロ
ス

・
イ
ラ
ン

•
イ
ラ
ク

・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

•
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

・
ジ
ャ
マ
イ
カ

•
メ
キ
シ
コ

•
オ
ラ
ン
ダ

・
チ
ュ
ニ
ジ
ア

•
国
連
人
口
活
動
基
金

•
国
連
開
発
計
画

•
国
連
児
童
碁
金

•
世
界
保
健
機
構

•
世
界
銀
行

•
国
連
人
口
部

(
U
N
F
P
A
)
 

(
U
N
D
P
)
 

(
U
N
ー

C
E
F
)

(
W
H
o
)
 

•
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会

•
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
 

（ー
B
R
D
)

•
闘
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
E
S
C
A
P
)
 

(
A
P
D
A
)
 

(
G
C
P
P
D
)
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•
国
際
労
働
機
関

•
国
連
大
学

(
l
L
o
)
 

•
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

•
国
連
工
業
開
発
機
構

•
国
連
科
学
技
術
融
資
制
度

・

コ

ロ

ン

ビ

ア

大

学

人

口

家

族

保

健

セ

ン

タ

ー

・

ロ

ッ

ク

フ

ェ

ラ

ー

財

団

・
人
口
危
機
委
員
会

•
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
開
発
援
助
局

.
u
s
A
国

際

開

発

機

構

•
英
国
海
外
開
発
機
構

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
議
会

・

人

口

開

発

に

関

す

る

全

米

議

員

連

盟

・

ソ

連

科

学

ア

カ

デ

ミ

ー

東

洋

問

題

研

究

所

・

デ

ン

マ

ー

ク

国

際

開

発

局

(
U
N
H
C
R
)
 

(
U
N
ー

D
o
)

・

イ

ン

ド

児

童

福

祉

審

議

会

他

二

十

二

機

関
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↓
 
「
和
や
か
に
懇
談
す
る
左
か
ら
ガ
ン
ジ
ー
首
相

福
田
赳
夫
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
テ
ィ
ー
会
長
、

佐
藤
隆
A
F
P
P
D
議
長
」

← 
「記者会見する

佐藤隆AFPPD議長（左から四人目）

とミッタール同事務総長（同五人目）」
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ノゞ

）レ

コ

ミ

テ

ィ

の

会

長

で

あ

る

福

田

元

首

相

か

ら

当

面

の

世

界

情

勢

に

続
い
て
、

0

B
サ

ミ

ッ

ト

の

召

躯

者

で

人

口

と

開

発

に

関

す

る

グ

ロ

ー

の
方
向
づ
け
が
完
全
に
出
来
上
っ
た
観
が
あ
っ
た
。

あ
り
で

こ

の

一

世

一

代

の

檜

舞

台

に

応

わ

し

い

大

獅

子

吼

て

こ

の

会

議

関

し

て

宗

教

あ

り

、

食

糧

エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
り
、

南

北

問

題

あ

り

軍
縮

こ
の
道
、

最

古

参

の

蘊

蓄

を

傾

け

た

ス

ピ

ー

チ

に

は

~ こ

さ
れ

こ
の
陣
容
で
会
議
が
進
め
ら
れ
た
。

副

議

長

に

中

国

何

理

良

女

史

ス

リ

ラ

ン

カ

ア

タ

パ

ト

厚

生

大

臣

が

任

命

に

日

本

の

佐

藤

隆

代

議

十

、

事

務

総

長

に

イ

ン

ド

の

ミ

タ

ー

ル

上

院

議

貝

文
じ
ジ
ブ
“
本

来

こ

の

会

議

は

昭

和

五

十

六

年

の

北

京

会

議

で

決

っ

た

長

が

顔

を

揃

え

豪
華
な
論
陣
が
張
ら
れ
た
。

連

の

開

発

計

画

ユ
ニ
セ
フ
、

に
関
す
る
ア
ジ
ア
・

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

執

行

委

貝

会

で

当

時

か

ら

議

長

開
会
式
冒
頭
、

”
人
口
と
開

佐

藤

隆

議

長

”
人
口
と
開
発
“

人

口

活

動

基

金

な

ど

十

指

に

及

ぶ

機

関

の

し

，

地

元

印

度

か

ら

ガ

ン

ジ

ー

首

相

や

国

会

議

長

等

が

臨

席

、

さ

ら

に

国

会

議

に

は

日

本

、

西

独

か

ら

夫

々

福

田

シ

ュ

ミ

ッ

ト

前

首

相

が

出

席

に
あ
る
こ
と
を
、

す

っ

か

り

忘

れ

さ

せ

る

よ

う

な

状

況

で

あ

っ

た

。

に
恵
ま
れ
、
気
温
は
正
に
日
本
の
五
月
の
感
触
で
、

炎
熱
の
印
度
、

天
竺

五

ケ

国

、

計

二

十

九

ケ

国

の

議

貝

約

二

百

名

を

集

め

て

開

催

さ

れ

た

。

か

ら

四

日

間

、

印

度

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

で

、

ア

ジ

ア

ニ

十

四

ケ

国

、

そ

の

他

”
人
口
と
開
発
“

こ

の

日

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

は

何

十

年

振

り

か

の

雷

嗚

を

伴

っ

た

お

し

め

り

に

関

す

る

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

が

二

月

十

七

日

斉

田

慶

四

郎

こ
インド

国
際
人
口
議
員
懇
談
会
事
務
局
長

n
戸

•
i
-
]
4
E

古
主L
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た
い
も
の
で
あ
る
。

解

決

に

向

う

こ

と

を

切

に

期

待

し

題

が

こ

の

会

議

を

転

機

に

徐

々

に

六

割

を

占

め

る

ア

ジ

ア

の

人

口

問

が

い

ま

か

ら

大

い

に

期

待

さ

れ

る

す
な
わ
ち
人
口
と
そ
の
生
存
条
件
と
の
均
衡
調
和
の
課
題
：
＇
，
：

”
人
口
と
開
発
“

シ

ュ

ミ

ッ

ト

両

首

相

も

敢

然

と

こ

れ

に

挑

戦

し

た

こ

と

で

あ

る

。

と

主

張

し

た

が

今

も

っ

て

納

得

が

得

ら

れ

て

い

な

い

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

イ

ン

ド

会

議

の

宣

言

に

人

口

と

宗

教

の

関

連

項

目

が

ニ

ケ

所

も

取

り

入

本
年
八
月
、

第

四

回

国

際

人

口

会

議

へ

の

反

響

と
こ
ろ
で
あ
る
。

世

界

人

口

の

約

振

り

に

メ

キ

シ

コ

で

開

催

さ

れ

る

事

件

で

あ

り

十
年

れ

ら

れ

た

こ

と

は

正

に

歴

史

的

な
こ
の

な

受

胎

予

防

と

中

絶

と

の

間

に

迎

毅

的

区

別

を

設

け

よ

“

ヽ
ッ
ト
首
相
は
三
た
び
現
ロ
ー
マ
法
皇
に
抗
議
を
送
り

“
教
会
は
必
要
シ
ュ

れ

て

人

口

間

題

に

初

め

て

対

宗

教

問

題

が

俎

上

に

上

り

、

ガ

ン

ジ

ー

な

お

こ

の

会

議

で

特

筆

す

べ

き

は

佐

藤

議

長

の

ス

ピ

ー

チ

に

促

さ

理

的

に

明

快

に

力

説

し

満

堂

の

共

感

を

得

ま

し

た

。

い
わ
ゆ
る

の

問

題

解

決

が

焦

眉

の

急

で

あ

る

こ

と

を

論

な

問

題

つ
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

別

次

元

の

し

か

も

基

本

的

で

且

つ

厄

介

ヽ

も

、上

し
カ

そ

れ

だ

け

で

人

類

が

永

き

に

亘

っ

て

平

和

と

繁

栄

を

享

受

し

典

え

ら

れ

た

最

大

の

使

命

で

あ

る

旨

強

調

さ

れ

ま

し

た

。

軍

事

的

危

機

を

何

と

か

し

て

乗

り

越

え

る

の

が

い

ま

世

界

の

政

治

家

に

つ
い
て
…
；
：
米
ソ
を
中
心
と
す
る
軍
備
、

特

に

核

軍

拡

に

よ

る

政

治

的

-41-



J> 3 3 3 2 2 2 
'ti I 月 月 月 月 I 月 月

4 22 12 6 29 20 17 6 

゜
月 日 日 日 日 日 日 日

J> 7 
日 ． 

m 
林中→ 業ゴ秀本告発国井黒会俊事第於四長回人ヨジ 霊
和国中務中 彦茂がに際虎田役夫長ー：郎-大ロンヨ
正へ華実華 ‘‘さ関人雄俊貝理‘回二監黒会と力 l
‘派人施人 柄井れす口‘夫‘事ア→ ユ事田開開ウジ
士ロ J'旦-"'-民契民谷上るる問安‘学‘ジ人 I , 俊催発ン・
田 0 北/'約北ハ）‘ー首並ロヽ ° ア題川小術本ア ロ デ遠夫 ゜にシザ

成へ和を和一方ヘジ議正林委協• とリ藤理佐関ルイ
良調 国人 国 国人 の ‘出ア員彬和貝会フ開発 I 正事藤す会デ
‘壺 際 各土席議懇の正と調オ ° 昭へ隆る長ン
鶴団口協口氏井議貝談各‘懇壺 I 委 、当副ア‘シ

間貝□ カ: 0 た貝フ会氏岡談研ラ： 木大理ジ佐ユ
幸： 事 -か：オ・ ° 崎° 究ム L 村会事ア藤夕

夫黒ニ業二 子佐 l幹-陽へ事に開 道ス長議隆イ
‘田 団 ‘藤ラ事 ー出業つ催 子ピヘ貝副ン
永俊基と基 有隆ム会 ‘席にい゜ 職 I 当フ理‘
井夫 礎調 締 礎調 島‘第に 斉者つて佐 貝カフオ事ポ

義へ査結査 重住ーて 藤：い報藤 が l オ l 長ピ
夫団し。し 武栄回人 得佐て告隆 出'--'. I ラとユ
の長調 に ‘作大口 七藤 ヽ ゜副 席斉ラム会レ
各三査 係 矢 ‘会と ‘隆本黒理 ゜田 ム第談 I 
氏小団 る 追石報開 玉 ‘協田 慶議― 0 ン、

゜ 井‘‘ーグ
42 



ヘ丁危危 九

四 嵐 ±三. ー・
四 四 —I + . ． 

>干
五

-, -, ネ ァ
宣 食 衆国

゜ ゜
ジ ジ

゜ ゜
言 糧 合 ． 際 他 国 ア ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会 ‘人
を 口請国月 署 人 界超口 庁村 部藤 議フ 口
と ． す政及名 口 で党問 ‘仁 昭 信員 ィ 事
る食る 府ぴ ．． に 初派題 マ八 吾隆介 リ 情
こ糧五忙十佐 関 の議議 ス郎 ヽ ピ視ヘ
と 問項現一藤 す 試員員 コ

ヽ
山団 ソ察

を題 目 実月 る みー懇 ミ w 崎長 ツ団
要解か的の隆 宣 で一談 関 ド ェ屯 ヽ 派
請決 ら且世 言 あ九会 係 レ’ 男

ヽ
遣

し の成っ界
L_  

る名'- 等 I ‘田

＾ た為 る果人 ° で設 ,, 
加中 イ

旦仁
ヽ
° 敢口 国 発立 I 藤龍 ン’

言国 な ． 連 足
ヽ

ッ夫 ド
文連 諸食 へ式 ゜ J ヅ

ヽ ヽ
ヘ

0 vc 政糧 於典 会 ク ェ八 ク
リ 策会 .. 長 ィ ‘田 イ
I を議 国 ．． 

デ 貞
ヽ

ダ 採忙 連 芹山 ィ 義 イ
I る先 本 ヽ

ソン
ツ よ 立 部 信 グ ド
ツ う ち

~ ノ

介 ネス
ヽ ヽ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日

．
 
開
発
協
会
発
足
に
至
る
経
緯
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丁し危 危 へ八九七

三七 四 • 四
1・ ． t・ 
十ハ九 十 I八

王

ジ中 I 第

゜
顧 国ル南 参 P 堂斉

を先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 U 森藤 回

結進 N 来団寺孫 議ア家 国列 芳邦

成国 F 佐＾ 子信員メ族
．． 国 夫吉 国

さ に P 武十宏藤介＾ リ計 提→ 佐六議
ヽ

際
＾ 

せも A 郎六 ‘吉へ八ヵ画 唱食藤十会 柏元 人

る 、一 ‘名他 ‘団名 ‘視 ° 糧 五同 原厚 口
ベ途名花ツ 和長ッカ察 と隆力盟 ヤ生 会

く上 ‘村 田‘ ナ団 人代国会 ス大 議

‘国事仁 耕
ヽ ク, r-- 口議 談 ‘臣

各に務八 作佐 ヽ メ 問士 中シ

国も局郎 ‘藤 キ 題 沢
ヽ

立 ‘五 阿 ツ '- 伊八

法人名他 部隆 コ ラ 登田

府口 昭
ヽ ヽ

イ 子貞
＾ ＾ 

議問 吾住 コ ス 於 義総於

員題
ヽ ロ ． ．． 他 ‘幣 .. 

に議 福栄 ン＇ バ 東 佐 プ

呼員 岡作 ビ ン 藤四カ

ぴグ 義
ヽ 7 ク 五レ

ヵ、ル 登
ヽ

構 隆 0 ス
け l 

ヽ プ 想 京 'O  卜
たプ ラ を

ヽ 人ツ

゜
-44-



＾ 十7九t 鸞 予危 ：虔
士ノ、八． ． 

A_'__ 五・

I 十 I士
十 I -= 十一

占
王 ヽ

I I 人 人
日 p 日 p 

゜゜ 参 口
゜ ゜

日参 口

゜
本

゜ ゜
本

゜
予連 加 と 国議一本加 と

→ 側 p 開側 p 算営 国 開 際員九側国 開
宣参 国 催参 国 委 .. 発 議へ七 .. ．． 発
言加 際 国加 際 員四メ 米 列 員の七佐 B 先
← 者 会 ‘者 会 メ 十キ

ヽ
国 会呼年藤

ヽ
進

の ・・ 誤
゜
.. 議 ン名 ツ英

＇ 
国 議ぴ九 米 国

草佐 準 主佐 準 ノく 、 コ‘会 のか月 隆 ヽ
会

案藤 備 催藤 備 I ヽ ‘加 第 議 開けの ‘英 議
作 委 機 委 国 日 プ ‘員 催 ° 中和 ヽ

／ 

成 隆 員 関隆 員 ‘本 ラ 西 回 ヘ に 南田加 ロ
ヽ 会 ヽ 会 0 ,,..、ジ独 I つ 米耕

ヽ
ン’

゜
他
＾ ゜

他 ヘ 参十ル 、国 p ＼ヽ 視作西 ド
会 第 議 第 加名‘ィ際。 て 察 ‘独 ン'
議 題 国ッコン 会 p 討 に士＾

ヽ
ヘー

‘ ロド諮-規 r、回 etc 於回 議 引井五 ボ
定 於ッ ヽ .. ヽ O ン‘ 、準 東

゜ 続たカ ン＇
ヽ .. に チ 談 ビス 備会-凩 き か国

ヽ

゜
メ つ ユ 事 アリ 議 会 各子・・ ベ

日 キ ＼ヽ 二 日 ヘラ議 国 十 Jレ

程 シ て ジ 程 九 ソ I 立 ノ一‘ リ
etc コ ア ヽ

力 力 法 名 ン'
~ ~、

国 ヽ
府

~ ヽ
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f喜 ヘ八こ 九況

1・ >.
土jし、 九.1八
マ

ヽ

資 I 

日 参 源 日 参 p 

／へ本 加
ヽ 汝 本 加

゜開 日 側 国 人 ロ え人 側 国 p 

催本
ヽ
る 国.. ．． ロ ン' 口 " ．． 

を は佐 ピ ツ
ヽ が ヨ こ ” ボ 忙問柏岸総他六際

提オ藤 ン' ン 開 ー開 I の コ で到題原 銹・ ‘十会

案 プ
ヽ
ガ 発 九 九か ロ 旦仁 ロ 開 つ議ヤ 信 国 四議

° ザ隆イ ボ に 八 八れ ッ 号ロ ソ催た員 ス介五連 力

ムロ I ヽ ン／ I 関 ーた ノ< ('L ポ ° の グ ‘五各国

意バ住 ド Iレ する 年 年 ゜
ヽ
よ 宣 でル 佐 0 機

を I ネ ヽ 十 十 ア り 弓
ヽ I 藤名関

取 と 栄 ツ
ア

二十 七 ジ ヽ u プ ヽ
マ へセ ，， 

付 し 作 ア レ於ァ 月 月 月 月 ア 一採 N ヽ 隆 I 

け て
ヽ I .. ンr の九択 F 結

ヽ p 
ヘ

た参井五、ン ク 国 ヘ ヤ プに仏中於ケ 各八 p 成 石 p 
ヘ

° 加上カ ア ア 会 予 ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F 於
を 晋国

ヽ
ラ 議 定イ ジ て ス の ヤ 陸年 に二 等 .. 

し 方ック Jレ 員 、一 ロ Iレ 卜 北 の で
ヽ
働十 茂 ス

ヽ
イ ン代 vc の ラ 京 ナ の ア き 五

ヽ
リ

北
ヽ
プ表 於 リ ス に イ 人 フ か 力 中 ラ

京 フ I 者 て オ ブ於 ロ 口 リ け国 村 ン~

会 イ ル会 デ I て ビ 会 力 ‘を 啓 力

議 リ ツ議 ジ Jレ に 議
ヽ

コ 超
ヽ

ヽ ヽ
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仝ハ• 九八 閃 閃 6 十一
九・ ． ． ． 
I~ 十
ーノ｀ヽ

士
王

第人 佐 第人 日 人
日 参二~ 口 ァ藤 参ーロ 佐 . 口
本 加回 と

゜ド ゜ 加回 と ゜藤中
と

側 国連開 を地ーバ隆 政 国運開 開 打開．． .. 営発 任域九ィ 代 治 ．． 営発 催隆合発
士佐他 日 委 K 務 I 七ザ話 ヽ マ

日 委に 地 ‘会 ~ 
井藤 本員関 と p 九 I ± イ レ本員関 北井 関
た u ‘会す す 0 年契

I 
デ I 、会す 京上 す

か隆 N 中 る る p 八約 オ ツ中 る ヘ晋 る
子

ヽ F 国 ア ° 会月 締国 ロ ア国 ア の方 ア
住 p 

ヽ
ジ 議の結連 ギ ヽ ジ 正 ジ

他 A イ ア の ” 開 I イ ア 式 ア
五栄 ン 国 開 コ 発 の ン’ 国 な 国
名作 ド 会 催 ロ 計 問 ド 会 可 会

ヽ ヽ
議 と ン 画 題 ヽ 議 能 議

ス 員 そポ の ス 員 性 員ヘ
リ ＾、会 の宣 u 除 リ へ会 打 ＾会
ラ 於議 フ号［コ N 外 ラ 於議 診 於議
ン＇ .. 

ォ “ D vc ン
．． .. 

ヵ 北 ロ に p っ ヵ 東 北
I 甚 、- し、 ヽ

ア づ と て

京 ツ ＜ 凩 京、一 プ ヽ 、- 、~
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九
八
一
・
十

(
+
・
二
十
七

I
-＝-+)

2 0. 1 9. 18. 1 7. 16. 1 5. 1 4. 1 3. 1 2. 1 I. 10. 

阿

部

昭

山

口

敏

夫

矢

追

秀

彦

（

事

務

局

一名

秘
書
数
名

柄

谷

道

和

田

耕

” 
、一

柏

原

ヤ

ス

有

島

重

茂
（
参
•
自
）

（
衆
・
社
）

市
（
参
・
社
）

武
（
衆
•
公
）

（
参
•
公
）

作
（
衆
・
民
社
）

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

吾
（
衆
・
社
民
連
）

同
時
通
訳
者

片

山

甚

川

本

敏

美

（

” 
ヽ

福

岡

義

登

＾ " 
ヽ

士

井

た

か

子

（

,, 

ヽ

q5 

井

上

晋

方

8
 

田

代

由

紀

男

（

,, 

ヽ

7
ぃ

石

本

65 

粟

山

明

ヘ

" 
ヽ

u5 

桜

井

新

ヘ

” 
ヽ

A5 

関

谷

勝

嗣

（

,, 

、一

？
 

住

栄

作

（

” 

‘ 

9
i
 

佐

藤

隆

ヘ

" 
ヽ

1. 

団

長

福

田

赳

夫

田

日

本

側

出

席

者

会
場
＂
人
民
大
会
堂

開
催
地
~
中
国
北
京
市

「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
談
」

（
衆
・
自
）

期
日
~
一
九
八
一
年
十
月
二
十
七
日

1
-
―
―
十
日

一名
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丸
. 
十. 

干

第人
三口 (3) (2) 

回 と ④ ③ R ① 
連開 主 起司副議
営発 最 第 第 第な 草

議
委妬 0 O =:。- 0 o .. ―る 委

員関 北終住一日→ 黒一日福福日 日 員会長長
会す 京日代目 日 田 目田田 目程 " .. ．． ．． 
る 宣へ議へ本俊へ元元へ 住陳佐磨
ア 言十士十の夫十首首十 慕藤承
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